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第 7 7号

決　議　の　要　請　事　項

訪問介護費の引き下げ撤回と介護報酬引き上げの再改定を求める意見書訪問介護費の引き下げ撤回と介護報酬引き上げの再改定を求める意見書

学校給食費無償化を求める意見書学校給食費無償化を求める意見書

提出者 教育福祉委員会 
　　　 委員長　幸喜　勇

議決日　令和６年６月２８日

提出者　幸喜　勇　議員

議決日　令和６年６月２８日

【提案理由】
　訪問介護事業所の経営やホームヘルパーの待遇を悪化させる訪問介護費の引き下げ撤回と介護
報酬引き上げの再改定を要請するため提案する。

【意見書要旨】
　３年に１度の介護報酬の改定で、 訪問介護の基本報酬が令和６年４月から引き下げられた。身
体介護、生活援助などを行う訪問介護は、独居の方をはじめ要介護者や家族の在宅での生活を支
えるうえで欠かせないサービスである。介護報酬は介護保険から介護事業所に支払われるが、今
回の引き下げでとりわけ小規模・零細な訪問介護事業所が経営難に陥り、閉鎖・倒産するなど、
在宅介護の基盤が壊減的になる恐れがある。厚労省の調べでは２０２２年の介護職員の平均月
収は２９万３千円で、全産業平均と比べて７万円ほど低く、ホームヘルパーの有効求人倍率は
１５．５倍と高水準で、特に訪問介護は人手不足が深刻になっている。
　令和５年の本市の高齢化率は２３. ４％と高く、また島しょ地域を抱えるなど、市域が広いう
るま市では、訪問介護事業は必要不可欠である。今回の改定で人手不足が深刻化し、サービスに
制限がかかれば、地域で必要なサービスを受けられない「介護難民」の増加が懸念される。
　よって、政府が方針として掲げる、高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援の目的のもとで、可
能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができる包括的な支
援・サービス提供体制の構築が推進できるよう、訪問介護事業所の経営やホームヘルパーの待遇
を悪化させる訪問介護費引き下げ撤回と介護報酬引き上げの再改定を早急に行うことを強く要請
する。

【提案理由】
　沖縄県知事が公表した中学生を限定とした学校給食費への半額補助は、子育て世代にとって支
援の格差を感じさせている。すべての子供に等しく支援が行き渡る制度となるよう、学校給食費
無償化の早期実現を強く要請するため提案する。

【意見書要旨】
　学校給食の経費負担は、実施に必要な施設及び設備やその運営に要する経費は、設置者の負担
と位置づけられているが、それ以外の経費は保護者の負担となっている。しかし、新型コロナウ
イルス感染症の影響やウクライナ情勢の長期化、円安等による相次ぐ物価高騰が家計を直撃し、子育て家庭（世帯）に対し、
経済面のみならず教育面においても深刻な影響を及ぼしている。
　この状況に鑑み、市では令和４年度と令和５年度に学校給食食材支援事業として高騰した給食食材費を補助し、給食費を
値上げせず、子育て家庭（世帯）への支援を実施したが、恒久的に事業を実施するには財政的負担が大きく、財源確保に苦
慮している。そのような中、玉城知事の掲げる「学校給食費無償化」の公約は、まさに子育て家庭（世帯）の切実な願いで
あることから、市議会は令和５年３月１７日、『学校給食費無償化の早期実現を求める意見書』を全会一致で可決し、「国に
よる全国一律無償化が実現するまでの間、沖縄県の制度として、県内市町村一律無償化を早期に実現すること」「地域間格
差が生じる事がないように、学校給食費の全国一律無償化の実現を国会及び政府に強く要請すること」を沖縄県知事に要請
した。しかしながら、玉城知事は令和６年６月１３日、令和７年度から実施予定の中学生給食費を全４１市町村に一律の半
額補助を行う考えを明らかにし、小学生をもつ子育て家庭（世帯）にとっては支援の格差を感じさせている。
　よって、子育て支援に地域間格差が生じることなく、すべての子供に等しく支援が行き渡る制度となるよう、次の事項に
ついて早期に実現することを強く要請する。

【要請事項】
１．中学生給食費の補助だけではなく、小学生給食費の補助まで拡充すること。
２．全４１市町村に一律の全額補助で学校給食費無償化を実現すること。
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第77号

決　議　の　要　請　事　項意　見　書　・　抗　議

沖縄県水道料金値上げに関する意見書沖縄県水道料金値上げに関する意見書

米軍人による性的暴行事件に対する意見書・抗議決議米軍人による性的暴行事件に対する意見書・抗議決議

提出者 建設委員会 
委員長　真栄城　隆

議決日　令和６年６月２８日

提出者 國場　正剛　議員

議決日　令和６年７月８日

【提案理由】
　食料品・生活必需品の度重なる値上げや、電気・ガス・ガソリン価格の高騰など、依然厳しい
生活を強いられている。このような状況下での県水道料金値上げは、市民生活のみならず市内事
業者の経済活動へ、多大な影響を及ぼすことから、水道料金値上げを反対するため提案する。

【意見書要旨】
　うるま市においては、新型コロナウィルス感染拡大の長期に及ぶ影響に続き、世界情勢の影響
に伴う食料品、生活必需品の度重なる値上げ、また電気料金、ガス料金、ガソリン価格の高騰など、
依然厳しい経済状況が続いており、多くの市民が苦しんでいる。その為、貧困世帯や低所得者世
帯の他、子育て世帯を中心に、様々な生活支援を行っている状況である。
　一方、沖縄県議会において、沖縄県水道料金徴収条例の一部を改正する条例が令和５年１２月
２２日に可決され、現行の沖縄県水道料金を約３割値上げすることが決定している。
　うるま市水道事業では、県水道料金値上げに伴い、料金回収率が赤字に転じることが見込まれ
るなど、経営環境の悪化により、老朽施設の更新や維持管理業務への影響が懸念されている。当
市は、給水面積が県内１１市中３番目に広く、管路総延長は２番目に長い。広範囲の給水区域に
安定的に配水するため、他事業体と比べ、配水池やポンプ場、管路等の水道施設を多く保有して
おり、給水原価は、県内１１市中１番目に高い水準にある。
　また、有収率向上が課題であったことから、重点的に漏水防止対策に取り組むことで無効水量
の削減・経費節減を図り、現行の水道料金水準を維持してきた。今後も水道水の安定供給を継続
するためには、県水道料金値上げに伴い市水道料金の値上げを行わざるを得ない状況で、今般の
県水道料金値上げは、市民生活や市内事業者の経済活動への打撃や負担を与える影響は大きく、
容認できない改定である。
　よって、うるま市議会は、今回の県水道料金値上げについて、以下の通り要請する。

【要請事項】
１．令和６年１０月１日施行の沖縄県水道料金値上げを中止すること。
２．今後の料金改定の際は、受水事業体ごとの状況を鑑み、検討すること。

【提案理由】
　相次ぐ米軍人による性的暴行事件に対して厳重に抗議し、被害者への謝罪及び完全な補償を早
期に行うとともに、綱紀粛正・人権教育の徹底を求めるため提案する。

【意見書・抗議決議要旨】
　昨年１２月、嘉手納基地所属の米空軍兵長が沖縄本島中部の公園で１６歳未満の少女を連れ去
り、同意なく性的暴行を加えたとして、わいせつ目的誘拐及び不同意性交等罪により３月２７日
付で起訴されていた。また、５月には在沖米海兵隊の上等兵が性的暴行をしようとした女性にけ
がをさせたとして、不同意性交等致傷罪で起訴されているとの報道があった。
　女性への性的暴行事件という重大事件にも関わらず、起訴後も外務省や県警等から県に対し速
やかな情報提供もなく、公表していなかったことが明らかになった。
　これまで、うるま市議会は米軍人・軍属等による事件・事故が発生するたびに、日米両政府に
対して再発防止策と綱紀粛正を訴えてきたにもかかわらず沖縄県内における米軍関係者による事
件・事故が後を絶たないのは、米軍の管理体制が全く不十分であり、強い憤りを禁じえない。
　よって、うるま市議会は、市民・県民の生命・財産、人権を守る立場から関係機関に対し、今
回の事件への強い怒りをもって厳重に抗議するとともに下記事項について強く要請する。

【要請事項】
１．被害者への謝罪及び完全な補償を早期に行うこと。
２．米軍人・軍属への綱紀粛正及び人権教育を徹底し実効性のある再発防止策を確立すること。
３．米軍人・軍属に係る事件・事故が発生した場合は、関係自治体へ速やかに情報を提供すること。
４．日米地位協定の抜本的改定を行うこと。
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係
者

へ
の
「
阿
麻
和
利
」
交
流
体
験
も
予
定

し
て
お
り
、
修
学
旅
行
や
滞
在
型
観
光

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
い
。

な
お
、
当
該
劇
団
の
出
演
決
定
の
タ
イ

ミ
ン
グ
が
、
当
初
予
算
編
成
後
で
あ
っ

た
た
め
、
今
回
補
正
に
て
対
応
。

 Q  

伊
波
洋
議
員　
市
内
事
業
者
販
売
力
向

上
支
援
事
業
、
補
助
金
１
，
０
０
０
万

円
を
業
務
委
託
料
に
全
額
予
算
組
替
え

に
つ
い
て
、
事
業
と
予
算
組
替
え
の
説

明
を
。

 A  

当
事
業
は
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
商

品
開
発
や
販
路
拡
大
を
支
援
し
、
市
内

事
業
者
の
販
売
力
底
上
げ
の
た
め
の

「
市
産
品
販
路
拡
大
事
業
」
と
、
本
年

度
立
ち
上
げ
予
定
の
（
仮
称
）
物
産
振

興
協
議
会
が
取
り
組
む
「
市
内
事
業
者

の
販
売
力
向
上
に
資
す
る
補
助
事
業
」

で
構
成
。
今
回
の
補
正
は
、
当
初
予
算

時
に
未
想
定
だ
っ
た
「
も
ず
く
の
価
値

向
上
」
に
特
化
し
た
商
品
開
発
と
販
路

開
拓
に
資
す
る
業
務
委
託
を
、
当
事
業

予
算
に
盛
り
込
む
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、組
替
え
を
行
う
も
の
で
あ
る
。「
市

産
品
販
路
拡
大
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

随
意
契
約
に
て
、
う
る
マ
ル
シ
ェ
指
定

管
理
者
へ
業
務
委
託
し
て
い
る
。な
お
、

減
額
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
今
後

立
ち
上
げ
る
（
仮
称
）
物
産
振
興
協
議

会
の
取
組
と
し
て
、
減
額
後
の
予
算
の

範
囲
内
で
実
施
可
能
で
あ
り
、
執
行
面

の
影
響
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

 Q  

金
城
加
奈
栄
議
員　
津
堅
島
公
共
交
通

実
証
事
業
、
委
託
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
。
ま
た
、
車
両
個
数
、
保
管
場
所
に

つ
い
て
伺
う
。

 A  

Ｅ
Ｖ
自
動
車
２
台
で
の
公
共
交
通
実
証

運
行
を
島
内
事
業
者
２
者
に
対
し
て
委

託
す
る
業
務
と
、
実
証
実
験
の
企
画
・

調
査
・
分
析
を
交
通
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
委
託
す
る
業
務
。
車
両
購
入
費
に
つ

い
て
は
、
市
産
の
８
人
乗
り
Ｅ
Ｖ
自
動

車
１
台
を
購
入
し
、
既
存
車
両
と
の
入

替
え
を
行
う
。
ま
た
、
保
管
場
所
は
、

島
内
事
業
者
が
所
有
す
る
駐
車
場
及
び

津
堅
公
民
館
を
想
定
。

 Q  

平
良
一
雄
議
員　
宇
都
宮
市
経
済
交
流

事
業
補
助
金
の
内
訳
に
つ
い
て
。

 A  

司
会
及
び
エ
イ
サ
ー
団
体
等
へ
の
謝
礼

金
24
万
８
千
円
、
消
耗
品
費
5
万
3
千

円
、
実
行
委
員
渡
航
費
１
４
７
万
５
千

円
、
振
込
手
数
料
８
万
５
千
円
、
友
好

都
市
締
結
記
念
の
贈
答
品
及
び
懸
垂

幕
・
横
断
幕
等
の
作
成
費
15
万
４
千
円
、

調
印
式
で
の
エ
イ
サ
ー
団
体
等
の
派
遣

費
１
３
０
万
円
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
係

る
会
場
使
用
料
・
音
響
・
照
明
・
運
営

に
係
る
費
用
２
４
７
万
９
千
円
、
折
り

込
み
チ
ラ
シ
・
大
型
モ
ニ
タ
ー
使
用
料

３
０
０
万
円
、
以
上
を
必
要
経
費
と
し

て
見
込
ん
で
い
る
。



5

第77号

 本 会 議 で の 主 な  質 疑 （６月定例会） 本 会 議 で の 主 な  質 疑 （６月定例会）
議
案
第
47
号
令
和
６
年
度
う
る
ま
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
 Q  

真
栄
城
隆
議
員　
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
費
補
助
金

７
８
５
万
４
千
円
の
事
業
内
容
に
つ
い

て
。

 A  
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
健
康
保
険
証
の
一
体

化
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
等
国
庫
補
助

金
で
、
個
人
番
号
下
４
桁
を
含
む
加
入

者
情
報
お
知
ら
せ
の
通
信
運
搬
費
と
し

て
５
９
４
万
円
、
資
格
確
認
書
等
を
交

付
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

１
９
１
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

 Q  

加
入
者
情
報
お
知
ら
せ
の
送
付
に
つ
い

て
、
そ
の
趣
旨
は
。

 A  

国
は
安
心
し
て
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用

で
き
る
よ
う
、
医
療
保
険
者
把
握
の
加

入
者
情
報
を
本
年
３
月
か
ら
10
月
ま
で

の
間
に
通
知
す
る
。
本
市
で
は
、
10
月

初
旬
に
送
付
予
定
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
方
法
や
メ
リ
ッ
ト
を
記
載
し
た

チ
ラ
シ
を
同
封
す
る
こ
と
で
利
用
促
進

を
図
っ
て
い
く
。

 Q   

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

 A  

医
療
機
関
で
の
受
付
が
自
動
で
行
え
る

た
め
効
率
的
な
受
付
が
可
能
。
ま
た
、

限
度
額
適
用
認
定
証
の
手
続
き
を
せ
ず

に
限
度
額
超
の
支
払
い
が
免
除
。
そ
の

他
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
処
方
履
歴

や
特
定
健
診
情
報
な
ど
の
情
報
を
い
つ

で
も
閲
覧
で
き
、
よ
り
良
い
医
療
を
受

け
ら
れ
る
等
。

 Q  

金
城
加
奈
栄
議
員　
マ
イ
ナ
保
険
証
未

所
持
の
方
は
ど
う
な
る
の
か
。
本
人
か

ら
申
請
に
よ
ら
ず
プ
ッ
シ
ュ
型
で
交

付
・
更
新
な
の
か
。
手
続
き
困
難
な
方

が
無
保
険
に
な
ら
な
い
の
か
。

 A  

未
所
持
の
方
に
は
、「
資
格
確
認
書
」

を
交
付
す
る
が
、
交
付
の
手
続
き
に
つ

い
て
、
国
は
当
分
、
各
保
険
者
が
本
人

の
申
請
に
よ
ら
ず
交
付
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
手
続
困
難
な
方
に
も
交
付
す

る
た
め
、
医
療
機
関
提
示
に
よ
り
、
保

険
診
療
を
受
け
ら
れ
る
。

議
案
第
52
号 

う
る
ま
市
企
業
立
地
の
支
援

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 Q  

金
城
加
奈
栄
議
員　
対
象
は
ど
の
よ
う

な
事
業
な
の
か
伺
う
。

 A  

産
業
振
興
及
び
雇
用
拡
大
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
内
で
新
規
に

立
地
す
る
企
業
に
対
し
、
う
る
ま
市
民

を
新
た
に
雇
用
し
た
場
合
、
１
人
に
つ

き
１
回
限
り
10
万
円
を
交
付
す
る
雇
用

奨
励
金
事
業
。

 Q  
今
回
の
補
正
予
算
の
労
働
諸
費
一
般
財

源
か
ら
支
出
２
０
０
万
と
関
連
す
る
の

か
。
ま
た
、申
請
窓
口
対
応
の
想
定
は
。

継
続
事
業
に
な
る
と
今
後
、
市
内
に
新

規
立
地
が
出
て
き
た
場
合
の
予
算
は
、

一
般
財
源
か
ら
の
支
出
か
。

 A  

一
点
目
、
６
月
補
正
予
算
計
上
の
、
労

働
諸
費
・
雇
用
奨
励
金
２
０
０
万
円
は
、

本
条
例
に
関
す
る
も
の
。
二
点
目
の
雇

用
奨
励
金
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
窓
口

及
び
郵
送
で
も
受
付
可
能
。
三
点
目
、

雇
用
奨
励
金
は
平
成
24
年
度
か
ら
継
続

し
て
実
施
、
一
般
財
源
で
対
応
す
る
事

業
。
雇
用
奨
励
金
企
業
の
要
件
は
、
沖

縄
振
興
特
別
措
置
法
で
規
定
さ
れ
て
い

る
情
報
通
信
産
業
振
興
地
域
、
産
業
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
地
域
、
国
際
物
流

拠
点
産
業
集
積
地
域
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
即
し
た
事
業
を
営
む
者

で
従
業
員
数
が
５
人
以
上
、
操
業
開
始

日
か
ら
２
年
以
内
に
雇
用
奨
励
金
対
象

者
を
雇
用
し
た
企
業
と
な
っ
て
い
る
。

議
案
第
55
号 

沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

 Q  

金
城
加
奈
栄
議
員　
2
0
2
3
年
の
新

聞
記
事
に
て
「
資
格
確
認
書
が
国
民
に

理
解
を
得
ら
れ
る
か
疑
問
で
あ
る
。
県

内
で
は
、回
答
し
た
26
市
町
村
の
う
ち
、

保
険
証
廃
止
の
延
期
を
求
め
た
の
は
14

市
町
村
」
と
答
え
て
い
る
が
、
本
市
の

対
応
は
。
ま
た
、
規
約
変
更
に
係
る
協

議
の
内
容
説
明
を
。

 A  

今
回
の
協
議
は
、
法
改
正
に
よ
り
、
現

行
の
被
保
険
者
証
は
、
令
和
6
年
12
月

以
降
、
発
行
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
規
約

の
別
表
第
1
中
「
被
保
険
者
証
及
び
資

格
証
明
書
」
を
「
資
格
確
認
書
等
」
に

改
め
る
た
め
の
も
の
。
別
表
第
1
に
つ

い
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お

い
て
、
市
町
村
で
行
う
事
務
を
規
定
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
広
域
連
合
の

規
約
変
更
手
続
き
は
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
県
内
全
市
町
村
の
議

会
で
の
議
決
を
経
た
の
ち
に
市
町
村
長

協
議
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
、
県
知
事
の

許
可
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
お

い
て
12
月
以
降
は
、
発
行
し
な
い
こ
と

か
ら
、
本
市
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
等
を
周
知
し
、
今
後
マ

イ
ナ
保
険
証
の
普
及
及
び
利
用
率
の
向

上
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険

証
未
所
持
の
被
保
険
者
に
は
、
申
請
不

要
で
資
格
確
認
書
を
交
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、
引
き
続
き
保
険
診
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

議
案
第
56
号 

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

（
建
物
明
渡
等
請
求
事
件
）

 Q  

真
栄
城
隆
議
員　
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
経
緯
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

 A  

令
和
５
年
４
月
、
当
事
業
者
と
の
面
会

で
、あ
や
は
し
館
が
行
政
施
設
で
あ
り
、

許
可
企
業
の
み
入
居
可
能
で
現
状
不
法

占
有
で
あ
る
こ
と
と
、
行
政
が
負
担
し

て
い
る
光
熱
水
費
等
に
つ
い
て
も
清
算

し
て
も
ら
う
方
針
を
説
明
、
明
渡
し
へ

の
理
解
を
求
め
た
。
ま
た
、
６
月
に
も

面
会
し
、
当
事
業
者
に
あ
や
は
し
館
に

関
す
る
条
例
又
は
う
る
ま
市
公
有
財
産

規
則
に
基
づ
く
使
用
を
認
め
て
い
な
い

状
況
を
説
明
し
、
建
物
明
渡
し
等
に
つ

い
て
、
指
示
書
手
交
に
よ
り
求
め
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
進
展
が
な
い

こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
３
月
に
再
度
面

会
し
、
４
月
末
ま
で
の
専
有
部
分
明
渡

し
、
未
納
光
熱
水
費
等
や
使
用
料
相
当

損
害
金
の
提
示
と
支
払
い
を
求
め
、
指

示
書
の
内
容
に
応
じ
な
け
れ
ば
、
不

本
意
な
が
ら
法
的
手
続
き
を
行
う
旨

を
説
明
。
４
月
５
日
に
は
指
示
内
容
に

応
じ
ら
れ
る
か
の
確
認
を
電
話
で
行
っ

た
が
、
交
渉
に
応
じ
て
も
ら
う
こ
と
が

難
し
く
、
や
む
を
得
ず
訴
え
の
提
起
に

至
っ
て
い
る
。

 Q  

平
良
一
雄
議
員　
行
政
と
し
て
想
定
し

て
い
る
取
下
げ
、
上
訴
、
和
解
に
つ
い

て
。
ま
た
、
今
後
改
め
て
話
し
合
い
、

協
議
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

 A  

訴
訟
遂
行
の
方
針
に
記
載
し
て
い
る
内

容
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
裁
判
の
経
緯

を
踏
ま
え
て
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
現
時
点
で
は
お
答
え
出
来
な
い
。

こ
れ
ま
で
当
事
業
者
と
は
、
面
会
に
よ

り
協
議
し
て
き
た
が
、
交
渉
に
応
じ
て

も
ら
う
こ
と
が
難
し
く
、
や
む
を
得
ず

訴
え
の
提
起
に
至
っ
て
い
る
。
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議案（全会一致を除く）に対する議員の賛否一覧（令和６年５月臨時会・６月定例会）議案（全会一致を除く）に対する議員の賛否一覧（令和６年５月臨時会・６月定例会）

※議長は採決に加わりません。　　　　　○：賛成　　×：反対　　退：退席　　欠：欠席　　不：不在※議長は採決に加わりません。　　　　　○：賛成　　×：反対　　退：退席　　欠：欠席　　不：不在

議案
番号 件　　名 議決

結果

かけはし 新政クラブ 希望のいぶき 津 梁 与開之会 日本
共産党 無所属

大　
城　
　
　
直

池
宮
城　
善　
伸

幸　
喜　
　
　
勇

國　
場　
正　
剛

玉　
城　
政　
哉

玉　
元　
哉　
世

比　
嘉　
直　
人

平　
良　
一　
雄

糸　
数　
昌　
宗

高　
屋　
　
　
優

真　
壁　
朝　
弘

仲　
程　
　
　
孝

伊　
礼　
　
　
正

国　
吉　
　
　
亮

又　
吉　
法　
尚

宮　
城　
一　
寿

伊　
波　
良　
明

神　
田　
洋　
一

下　
門　
　
　
勝

天　
願　
久　
史

藏　
根　
　
　
武

兼　
本　
光　
治

佐
久
田　
　
　
悟

伊　
盛　
サ
チ
子

金　
城　
加
奈
栄

伊　
波　
　
　
洋

真
栄
城　
　

   

隆

5
月
臨
時
会

承　認

第５号

専決処分の承認について（うるま
市指定介護予防支援等の事業の人
員及び運営並びに指定介護予防支
援等に係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準等を
定める条例及びうるま市指定居宅
介護支援等の事業の人員及び運営
に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例）

承　認 

23 ： 0
○ ○ ○ ○ ○○

議　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 退 退 ○ ○

承　認

第６号

専決処分の承認について（うるま
市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例）

承　認 

23 ： 2
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

6
月
定
例
会

議　案

第 47 号

令和６年度うるま市国民健康保険
特別会計補正予算（第１号） 

（原案に対して賛成多数）

可　決 

24 ： 2
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議　案 

第 48 号

令和６年度うるま市水道事業会計
補正予算（第１号） 

（原案に対して賛成多数）

可　決 

24 ： 1
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○

議　案 

第 53 号

うるま市水道事業給水条例の一部
を改正する条例 

（原案に対して賛成多数）

可　決 

24 ： 1
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○× 欠○ ○○

議　案 

第 55 号

沖縄県後期高齢者医療広域連合規
約の変更について 

（原案に対して賛成多数）

可　決 

24 ： 1
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○× 欠○ ○○

議　案 

第 60 号

うるま市火葬場整備事業（設計・
建設工事）請負契約について

（原案に対して賛成多数）

可　決 

18 ： 8
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○× × × ×× ○ ○ ○○ ○ ○ ○× ×× ○○

議　案 

第 61 号

うるま市火葬場整備事業（火葬炉
設備工事）請負契約について 

（原案に対して賛成多数）

可　決 

18 ： 8
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○× × × ×× ○ ○ ○○ ○ ○ ○× ×× ○

議　案 

第 63 号

物品の取得について（電子黒板整
備事業（小学校）） 

（原案に対して賛成多数）

可　決 

24 ： 0
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○退 退○ ○○

議　案 

第64号

物品の取得について（電子黒板整
備事業（中学校）） 

（原案に対して賛成多数）

可　決 

24 ： 0
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 ○ ○

発　議 

第 5 号
学校給食費無償化を求める意見書

可　決 

19 ： 6
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○× × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○

発　議 

第 6 号
沖縄県水道料金値上げに関する意
見書

可　決 

24 ： 1
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○

発　議 

第 7 号
国による学校給食費無償化を求め
る意見書

否　決 

9 ： 16
× × ○ × ×× × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ 欠 ○ ×

公表します！！
　　　議案の賛否

議案第 61 号　電子表決システムによる採決の結果
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第77号

令和６年５月第１７５回うるま市議会臨時会 議決結果

議案番号 案　　　　件　　　　名 提案者 議決日 議決結果

承 認 第 ３ 号 専決処分の承認について（うるま市地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び
不均一課税に関する条例の一部を改正する条例） 市　長 令和６年 

５月28日 承　　認

承 認 第 ４ 号 専決処分の承認について（うるま市税条例の一部を改正する条例） 〃 〃

承 認 第 ５ 号

専決処分の承認について（うるま市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定
介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例
及びうるま市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例）

〃 〃 〃

承 認 第 ６ 号 専決処分の承認について（うるま市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 〃 〃 〃

承 認 第 ７ 号 専決処分の承認について（うるま市水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者に関す
る条例の一部を改正する条例） 〃 〃 〃

承 認 第 ８ 号 専決処分の承認について（令和６年度うるま市一般会計補正予算（第１号）） 
（補正額：87,314 千円　補正後の予算額：73,365,077 千円） 〃 〃 〃

議 案 第 44 号 教育長の任命について 
（嘉手苅　弘美） 〃 〃 同　　意

令和６年６月第１７６回うるま市議会定例会 議決結果

議案番号 案　　　　件　　　　名 提案者 議決日 議決結果

報 告 第 ２ 号 令和５年度うるま市一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について 市　長 令和６年 
6月14日 報　 告

報 告 第 ３ 号 令和５年度うるま市水道事業会計予算繰越計算書の報告について 〃 〃 〃

報 告 第 ４ 号 令和５年度うるま市下水道事業会計予算繰越計算書の報告について 〃 〃 〃

報 告 第 ５ 号 令和５年度うるま市土地開発公社事業報告及び決算報告について 〃 〃 〃

報 告 第 ６ 号 令和６年度うるま市土地開発公社事業計画、予算及び資金計画の報告について 〃 〃 〃

報 告 第 ７ 号 専決処分の報告について（車両事故） 〃 〃 〃

報 告 第 ８ 号 専決処分の報告について（農用地利用集積計画の一部取り消しに伴う損害賠償の額を定め
和解すること） 〃 〃 〃

報 告 第 ９ 号 専決処分の報告について（与那城総合公園陸上競技場改修工事） 〃 〃 〃

報 告 第 10 号 うるま市障害者計画策定の報告について 〃 〃 〃

議 案 第 45 号 令和６年度うるま市一般会計補正予算（第２号） 
（補正額：1,162,256 千円　補正後の予算：74,527,333 千円） 〃 令和６年 

6月20日 原案可決

議 案 第 46 号 令和６年度うるま市介護保険特別会計補正予算（第１号） 
（補正額：2,567 千円　補正後の予算：11,674,369 千円） 〃 令和６年 

6月28日 〃

議 案 第 47 号 令和６年度うるま市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
（補正額：7,854 千円　補正後の予算：16,028,878 千円） 〃 令和６年 

6月20日 〃

議 案 第 48 号 令和６年度うるま市水道事業会計補正予算（第１号） 〃 令和６年 
6月28日 〃

議 案 第 49 号 令和６年度うるま市下水道事業会計補正予算（第１号） 〃 令和６年 
6月20日 〃

議 案 第 50 号 うるま市母子及び父子家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例 
（対象者を拡充するための条例改正） 〃 令和６年 

6月28日 〃

議 案 第 51 号 うるま市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 
（家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴う条例改正） 〃 〃 〃

議 案 第 52 号 うるま市立地企業の支援に関する条例の一部を改正する条例 
（沖縄振興特別措置法の一部を改正する法律の施行に伴う条例改正） 〃 〃 〃

議 案 第 53 号
うるま市水道事業給水条例の一部を改正する条例 

（沖縄県水道料金徴収条例の一部を改正する条例が令和 6 年 10 月 1 日から施行されるこ
とに伴い、本市水道事業の健全な経営を図るための条例改正）

〃 〃 〃
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第77号

議案番号 案　　　　件　　　　名 提案者 議決日 議決結果

議 案 第 54 号 物品の取得について（はしご付き消防ポンプ自動車 ( 大型高所放水仕様 )) 
（契約金額：250,800,000 円　契約の相手方：株式会社オカノ） 市　長 令和６年 

6月20日 原案可決

議 案 第 55 号
沖縄県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 

（行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改
正する法律が公布されたことに伴う規約の変更）

〃 令和６年 
6月28日 〃

議 案 第 56 号 訴えの提起について ( 建物明渡等請求事件 ) 〃 〃 〃

議 案 第 57 号 具志川地区土地改良事業（農業用用排水施設）の計画変更について 〃 〃 〃

議 案 第 58 号 うるま市市道路線の認定について 
（認定路線：栄野比 1-74 号線　外 1 路線） 〃 〃 〃

議 案 第 59 号
うるま市地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例の
一部を改正する条例 

（地域再生法第 17 条の 6 の地方公共団体等を定める省令の改正に伴う条例改正）
〃 令和６年 

6月28日 〃

議 案 第 60 号
うるま市火葬場整備事業（設計・建設工事）請負契約について 

（契約金額：2,387,000,000 円　契約の相手方：国吉組、アトリエ・門口異業種特定建設
工事共同企業体）

〃 令和６年 
6月20日 〃

議 案 第 61 号 うるま市火葬場整備事業（火葬炉設備工事）請負契約について 
（契約金額：379,500,000 円　契約の相手方：株式会社 宮本工業所） 〃 〃 〃

議 案 第 62 号 沖縄県消防指令センター全体更新等整備事業（設計・建設工事）請負契約について 
（契約金額：3,454,000,000 円　契約の相手方：うるま市 SSC 異業種特定建設共同企業体） 〃 〃 〃

議 案 第 63 号 物品の取得について（電子黒板整備事業（小学校）） 
（契約金額：224,252,600 円　契約の相手方：株式会社 興洋電子 うるま営業所） 〃 〃 〃

議 案 第 64 号 物品の取得について（電子黒板整備事業（中学校）） 
（契約金額：114,246,000 円　契約の相手方：有限会社 昭和事務機社） 〃 〃 〃

発 議 第 ４ 号 訪問介護費の引き下げ撤回と介護報酬引き上げの再改定を求める意見書 教育福祉委員会 
委員長 幸喜勇

令和６年 
6月28日 〃

発 議 第 ５ 号 学校給食費無償化を求める意見書 幸喜 勇議員 
外３名 〃 〃

発 議 第 ６ 号 沖縄県水道料金値上げに関する意見書 建設委員会 
委員長 真栄城隆 〃 〃

発 議 第 ７ 号 国による学校給食費無償化を求める意見書 仲程 孝議員 
外５名 〃 否　 決

陳 情 第 19 号「シェルター建設」及び「建築基準法」に関する新たな法律の制定を求める陳情 ― 〃 不 採 択

陳 情 第 27 号 訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行うことを求める陳情書 ― 〃 採　 択

令和６年７月第１７７回うるま市議会臨時会 議決結果

議案番号 案　　　　件　　　　名 提案者 議決日 議決結果

発 議 第 ８ 号 米軍人による性的暴行事件に対する意見書 國場正剛 議員 
外７名

令和６年 
７月８日 原案可決

発 議 第 ９ 号 米軍人による性的暴行事件に対する抗議決議 〃 〃 〃

本会議ライブ・録画中継は、こちら

請願及び陳情について詳しい情報はこちら

☜ ホームページ

☜ ホームページ

https://uruma-city.stream.jfit.co.jp

https://www.city.uruma.lg.jp/shisei/162/854

　意見書及び決議の
詳しい情報は、こちら☞

ホームページ
https://www.city.uruma.lg.jp/shisei/162/852
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市
政
に
反
映

　  

皆
さ
ん
の
声

議長     比
ひ が

嘉  直
なお

人
と

一
般
質
問

一
般
質
問

　６月１８日から６月２６日の７日間、６月定例会における一般質問が行われ、
２６人の議員が質問しました。
　今回は「教育・文化・福祉の振興」や「農水産業・観光業の振興」「道路・公園
等の環境整備」「防災対策」など、市の一般事務に対して質問がありました。

掲載文は、各議員の質問と執行部の答弁を
簡略にしたものです。実際には多岐にわたる
内容となっています。
各議員の真剣な質問と執行部
の誠意ある答弁は録画中継を　
ご覧ください。

『一般質問』は、議員が市の
行政全般にわたり、執行機関
に対し事務の執行状況及び将
来に対する方針等について所
信をただし、あるいは報告、
質問を求め、又は疑問をただ
すことをいいます。

録画映像
トップページへ

幸
こ う

喜
き

 勇
いさむ

 議員（かけはし）

外国人や障がい者へのコミュ外国人や障がい者へのコミュ
ニケーション支援ボード提案ニケーション支援ボード提案
答弁…平時からの導入に向けた研究
に取り組んでいきたい

道
路
行
政
と
浸
水
対
策

Q
大
田
区
の
川
田
５
ー
23
号

線
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

令
和
５
年
度
に
分
筆
測
量
業

務
及
び
土
地
評
価
業
務
が
完

了
。
今
年
度
は
用
地
取
得
及

び
物
件
補
償
を
行
い
、
令
和

７
年
度
に
整
備
工
事
予
定
。

Q
大
田
区
の
下
原
第
１
雨
水

幹
線
の
浸
水
対
策
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

伺
う
。

A
（
座
間
味
水
道
部
長
）
排

水
能
力
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
、
令
和
７
年
度

に
整
備
予
定
の
川
田
５
ー
23

号
線
整
備
工
事
に
併
せ
、
放

流
先
を
分
散
さ
せ
る
た
め
の

排
水
路
を
設
置
予
定
。

Q
江
洲
区
の
赤
道
第
１
雨
水

幹
線
の
浸
水
対
策
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

伺
う
。

A
排
水
能
力
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
。
新
た
に
バ

イ
パ
ス
管
の
設
置
や
一
時
的

に
雨
水
を
た
め
込
む
貯
留
施

設
の
検
討
を
行
い
、
補
助
事

業
で
の
事
業
採
択
が
可
能
か

関
係
機
関
と
調
整
す
る
。

Q
喜
仲
区
の
地
す
べ
り
防
止

区
域
へ
喜
屋
武
マ
ー
ブ
公
園

か
ら
流
れ
て
く
る
雨
水
処
理

の
排
水
路
、
側
溝
な
ど
の
整

備
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

令
和
５
年
９
月
か
ら
11
月
に

喜
仲
４
丁
目
排
水
路
整
備
工

事
を
実
施
。

Q
地
す
べ
り
防
止
区
域
は
県

の
管
轄
で
抑
止
杭
を
打
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
で
も
１
ｍ
近

く
地
す
べ
り
し
て
い
る
。
県

と
の
調
整
に
つ
い
て
伺
う
。

A
昨
年
９
月
に
県
と
の
調
整

会
議
で
被
害
内
容
報
告
及
び

現
場
写
真
等
資
料
の
提
供
を

行
っ
た
。

自
動
車
運
転
免
許
取
得

費
助
成
事
業

Q
令
和
５
年
９
月
定
例
会
で
、

知
的
障
が
い
者
と
精
神
障
が

い
者
に
も
対
象
を
広
げ
て
自

動
車
運
転
免
許
取
得
に
お
け

る
助
成
制
度
の
導
入
を
提
案

し
た
が
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

A
（
幸
地
福
祉
部
長
）
令
和

６
年
４
月
１
日
付
で
要
綱
を

改
正
し
、
そ
の
対
象
を
身
体

障
が
い
者
、
知
的
障
が
い
者
、

精
神
障
が
い
者
に
拡
充
し
た
。

地域
防災
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学校
給食

真
ま

壁
か べ

 朝
あ さ

弘
ひ ろ

 

糸
い と

数
か ず

 昌
ま さ

宗
む ね

 

議員

議員

（新政クラブ）

（新政クラブ）

物価高騰による学校給食の物価高騰による学校給食の
質への影響は質への影響は

派遣基準、制度設計など派遣基準、制度設計など
詳しく伺いたい詳しく伺いたい

答弁…献立の工夫や補助の実施によ
り質の低下を防いでいる

答弁…１人当たり上限５万円、団体
では登録人数分の補助を行う

学
校
給
食

Q
昨
今
の
物
価
高
騰
の
影
響

で
学
校
給
食
の
質
は
低
下
し

て
い
な
い
か
。

A
（
大
里
学
校
教
育
部
長
）　

地
元
の
食
材
を
使
う
な
ど
献

立
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

給
食
費
の
値
上
げ
も
検
討
し

た
が
、
補
助
を
実
施
し
安
心

安
全
で
お
い
し
い
給
食
の
提

供
に
努
め
て
い
る
。

教
育
施
設
の
ト
イ
レ

洋
式
化

Q
教
育
施
設
の
ト
イ
レ
洋
式

化
に
つ
い
て
現
在
の
状
況
、

今
後
の
予
定
な
ど
を
伺
う
。

A（
兼
城
社
会
教
育
部
参
事
）　

現
在
、
ト
イ
レ
洋
式
化
を
推

進
し
て
お
り
、
障
が
い
者
等

も
利
用
可
能
な
多
目
的
ト
イ

レ
設
置
に
も
努
め
て
い
る
。

今
後
も
各
学
校
の
状
況
を
踏

ま
え
、
引
き
続
き
洋
式
化
に

取
り
組
む
。

教
員
不
足
対
策

Q
教
員
不
足
に
よ
り
児
童
・

生
徒
の
ケ
ア
が
十
分
で
な
い

現
状
が
あ
る
。
教
員
の
働
き

方
改
革
を
進
め
、
教
員
の
確

保
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
が
市
の
意
見
を
伺
う
。

A
（
大
里
学
校
教
育
部
長
）　

市
と
し
て
は
県
の
責
任
に
お

い
て
人
員
確
保
や
配
置
に
努

め
、
本
務
率
を
高
め
る
よ
う

引
き
続
き
強
く
要
望
し
て
い

く
。
ま
た
、
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
な

ど
、
働
き
方
改
革
を
推
進
し

て
い
る
。
今
後
も
教
員
の
労

働
環
境
改
善
に
努
め
る
。

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

の
活
用

Q
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を

活
用
す
る
こ
と
で
環
境
に
多

く
の
好
影
響
を
も
た
ら
す
と

考
え
る
が
市
の
取
組
は
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
は
環

境
に
優
し
い
移
動
手
段
で
あ

る
が
、
市
と
し
て
は
現
在
そ

れ
を
活
用
す
る
取
組
や
事
業

は
な
い
。
今
後
必
要
に
応
じ

て
検
討
す
る
。

※
そ
の
他
「
石
川
多
目
的
広

場
ト
イ
レ
管
理
状
況
」「
自

然
災
害
時
の
対
応
」
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

防
犯
灯
機
器
の
更
新

Q
防
犯
灯
の
予
算
化
を
求
め

る
請
願
が
、
う
る
ま
市
自
治

会
長
連
絡
協
議
会
よ
り
提
出

さ
れ
、
採
択
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
の
台
風
６
号
で
防
犯
灯

も
破
損
し
て
お
り
、
い
ま
だ

破
損
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
と
な
っ
て

い
る
。
防
犯
灯
更
新
計
画
や

台
風
６
号
で
被
害
を
受
け
た

防
犯
灯
に
関
し
て
早
急
な
対

応
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
現

在
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
た

い
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

今
後
の
防
犯
灯
の
設
置
補
助

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
庁
内

で
検
討
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
現
状
と
し
て
は
防
犯
灯

の
更
新
や
台
風
６
号
で
被
害

を
受
け
た
防
犯
灯
の
修
繕
等

の
対
応
に
つ
い
て
は
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

Q
防
犯
灯
の
修
繕
が
遅
れ
て

い
る
現
状
で
は
市
民
の
不
安

が
高
ま
っ
て
い
る
。
特
に
台

風
で
被
害
を
受
け
た
防
犯
灯

が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

状
況
は
早
急
に
改
善
さ
れ
る

べ
き
。
市
は
自
治
会
と
の
協

力
体
制
を
強
化
し
、
早
急
に

防
犯
灯
の
更
新
と
修
繕
に
取

り
組
む
べ
き
だ
と
思
う
。
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

A
（
中
村
市
長
）
防
犯
灯
が

破
損
を
し
て
い
る
と
い
う
声

は
聞
い
て
い
る
。
防
犯
灯
以

外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
要
望
等

が
あ
り
、
そ
の
予
算
等
も
含

め
て
優
先
度
の
順
位
を
ど
こ

に
充
て
る
か
と
い
う
こ
と
も
、

行
政
と
し
て
の
大
き
な
課
題

と
思
っ
て
い
る
。
自
治
会
長

連
絡
協
議
会
の
代
表
者
と
共

に
今
後
の
防
犯
灯
、
さ
ら
に

外
灯
と
い
う
位
置
づ
け
も
ど

の
よ
う
に
解
決
す
べ
き
か
を

含
め
、
し
っ
か
り
と
対
応
を

し
て
い
き
た
い
。

※
そ
の
他「
道
路
行
政
」「
高

齢
者
支
援
」「
教
育
行
政
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

令和５年台風６号で被害
を受けた防犯灯

派遣
費用
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議員

議員（津梁）

（かけはし）

災
害
時
公
共
施
設
の

断
水
対
策

Q
貯
水
槽
の
な
い
公
民
館
を

含
む
公
共
施
設
に
お
い
て
、

屋
上
貯
水
槽
の
設
置
、
そ
れ

ら
が
難
し
い
場
合
に
は
貯
水

機
能
付
給
水
管
導
入
を
提
案

す
る
。

A
（
大
田
防
災
広
報
対
策
部
長
）

屋
上
貯
水
槽
の
増
設
な
ど
は

構
造
上
、
大
変
厳
し
い
。
貯

水
機
能
付
給
水
管
の
活
用
に

つ
い
て
は
熊
本
市
水
道
局
の

導
入
事
例
を
調
査
・
研
究
す

る
。

災
害
協
定
に
つ
い
て

Q
過
去
に
提
案
し
た
災
害
協

定
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
を

伺
う
。

A
（
大
田
防
災
広
報
対
策
部
長
）

令
和
６
年
３
月
22
日
付
で

「
災
害
時
等
に
お
け
る
無
人

飛
行
機
に
よ
る
支
援
活
動
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
。

頑
張
る
自
治
会
を
応
援

Q
国
が
地
方
に
代
わ
っ
て
徴

収
す
る
地
方
税
「
地
方
交
付

税
制
度
」
が
あ
る
が
、
う
る

ま
市
独
自
に
頑
張
る
自
治
会

に
予
算
を
分
配
で
き
る
制
度
、

仮
称「
自
治
会
交
付
税
制
度
」

の
導
入
を
提
案
す
る
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

仮
称「
自
治
会
交
付
税
制
度
」

に
つ
い
て
自
治
会
長
連
絡
協

議
会
や
庁
内
で
取
組
を
検
討

し
た
い
。

※
そ
の
他
「
地
域
が
誇
る
感

動
資
源
」「
子
ど
も
会
エ
イ

サ
ー
に
関
し
て
」
を
質
問
し

ま
し
た
。

道
路
行
政

Q
県
道
75
号
線
整
備
状
況
に

つ
い
て
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

県
道
75
号
線
道
路
整
備
に
つ

い
て
は
、
安
慶
名
十
字
路
に

お
け
る
路
線
バ
ス
等
へ
の
影

響
に
配
慮
し
、
夜
間
工
事
で

行
っ
て
お
り
、
７
月
完
成
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

Q
市
道
安
慶
名
西
原
線
に
つ

い
て
。

A
物
件
等
補
償
58
．
３
％
、

用
地
買
収
80
．
８
％
、
一
部

区
間
で
は
あ
る
が
全
延
長

７
０
４
ｍ
の
う
ち
約
２
６
５

ｍ
の
道
路
整
備
が
完
了
し
、

全
体
の
執
行
率
と
し
て
は
約

64
％
と
な
っ
て
い
る
。

防
災
行
政

Q
防
災
広
報
対
策
部
に
つ
い

て
。

A（
大
田
防
災
広
報
対
策
部
長
）

危
機
や
災
害
等
に
備
え
た
さ

ら
な
る
防
災
対
策
や
災
害
発

生
時
に
お
け
る
広
報
力
の
強

化
と
指
揮
命
令
系
統
の
明
確

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

災
害
時
の
対
応
力
向
上
、
市

民
の
安
全
と
生
活
を
守
る
組

織
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

消
防
行
政

Q
沖
縄
県
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
。

A
（
福
地
消
防
本
部
参
事
）　

４
月
に
受
託
候
補
者
が
決
定

し
、
今
６
月
定
例
会
で
の
議

決
後
に
請
負
契
約
の
締
結
を

予
定
し
て
い
る
。
契
約
締
結

後
は
、
令
和
７
年
度
中
の
完

成
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

財
源
確
保

Q
市
が
抱
え
る
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
。

A
（
金
城
企
画
部
長
）
総
合

体
育
館
整
備
、
新
石
川
調
理

場
整
備
、
火
葬
場
老
朽
対
策
、

産
業
基
盤
整
備
、
勝
連
城
跡

周
辺
整
備
、
沖
縄
県
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
整
備
を
重
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ

け
、
着
実
な
進
捗
が
図
れ
る

よ
う
実
施
し
て
い
る
。

総合体育館整備事業（イメージ図）

停電
対策

教育
行政

ＰＰＡモデルにて公共施設へＰＰＡモデルにて公共施設へ
無償で太陽光発電設備導入を無償で太陽光発電設備導入を

市内小・中学校グラウンド市内小・中学校グラウンド
整備 ( 田場小ほか ) の状況は整備 ( 田場小ほか ) の状況は

答弁…公共施設の防災対策に
資する可能性が高い。検討する

答弁…要望があった際には赤土や
砂を補充し、対応する

神
か み

田
だ

 洋
よ う

一
い ち

國
こ く

場
ば

 正
せ い

剛
ご う

 

無償で太陽光発電設備を設置

PPA事業者 （PPA事業者負担）

公共施設など

無償設置

電力購入契約
太陽光発電設備の導入に
掛かる費用を負担

使用した電気料金を支払い
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議員

議員（日本共産党）

（かけはし）

就
学
援
助

Q
昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ
り
、

子
育
て
世
帯
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
支
給
費
目
の
単
価

見
直
し
を
。

A
（
大
里
学
校
教
育
部
長
）　

単
価
の
見
直
し
は
厳
し
い
状

況
に
あ
る
が
物
価
高
騰
の
中
、

近
隣
市
町
村
の
状
況
を
見
な

が
ら
関
係
部
署
と
調
整
を
し

て
い
き
た
い
。

国
保
行
政

Q
鍼
灸
、あ
ん
ま
、マ
ッ
サ
ー

ジ
の
施
術
助
成
券
の
市
外
利

用
拡
大
や
75
歳
以
上
の
助
成

券
の
検
討
を
。

A（
古
謝
市
民
生
活
部
参
事
）　

関
係
者
の
意
向
を
確
認
し
課

題
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
く
。

75
歳
以
上
の
助
成
は
広
域
連

合
へ
確
認
し
、
調
査
・
研
究

し
た
い
。

電
源
装
置
購
入
補
助

Q
福
祉
施
設
事
業
所
へ
の
非

常
用
自
家
発
電
設
備
補
助
に

つ
い
て
。

A
（
幸
地
福
祉
部
長
）
国
で

示
さ
れ
た
各
事
業
所
に
お
け

る
非
常
用
電
源
の
確
保
に
努

め
る
旨
に
つ
い
て
検
討
が
さ

れ
て
い
る
。
国
、
県
補
助
事

業
を
周
知
し
て
い
く
。

電
気
・
ガ
ス
料
金
等
の

支
援

Q
物
価
高
騰
に
対
す
る
国
へ

の
支
援
策
の
要
請
を
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

市
の
み
な
ら
ず
全
国
規
模
の

課
題
で
あ
り
、
国
の
支
援
が

望
ま
し
い
。

石
川
陸
自
訓
練
場
計
画

の
断
念

Q
政
府
の
理
不
尽
な
計
画
に

対
し
、
断
念
に
追
い
込
ん
だ

戦
い
は
国
を
動
か
す
力
と
な

り
住
民
の
勝
利
で
あ
る
。
市

長
の
思
い
は
。

A
（
中
村
市
長
）
自
治
会
を

預
か
る
自
治
会
長
が
中
心
と

な
り
国
を
動
か
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

火
葬
待
ち

Q
５
月
で
１
２
０
件
の
火
葬

が
あ
り
、
亡
く
な
ら
れ
る
方

が
重
な
る
と
火
葬
待
ち
も
多

く
な
る
と
思
う
が
火
葬
待
ち

の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

市
内
の
火
葬
場
は
火
葬
能
力

に
余
裕
が
な
く
、
修
繕
や
台

風
で
の
閉
鎖
に
よ
り
火
葬
待

ち
が
数
週
間
に
わ
た
り
解
消

さ
れ
な
い
状
態
が
発
生
し
て

い
る
。

Q
火
葬
待
ち
発
生
時
の
遺
族

の
費
用
負
担
は
。

A
火
葬
待
ち
で
御
遺
体
を
自

宅
安
置
す
る
場
合
１
日
約

３
万
円
、
葬
儀
社
で
約
７
万

円
の
負
担
額
と
な
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

Q
死
亡
に
伴
う
各
種
手
続
の

現
状
に
つ
い
て
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

死
亡
に
伴
う
手
続
は
年
間
１
，

３
０
０
件
、
30
項
目
全
て
の

手
続
を
終
え
る
の
に
３
時
間

程
度
要
す
る
。

Q
手
続
に
も
時
間
が
か
か
り
、

障
害
の
あ
る
市
民
に
対
し
て
も

不
十
分
な
対
応
で
は
な
い
か
。

A
関
係
課
等
と
改
善
に
向
け

調
整
を
行
い
、
各
種
手
続
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を

含
め
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取
り

組
む
。

救
急
搬
送
体
制

Q
救
急
搬
送
が
増
え
る
中
、

各
消
防
署
か
ら
管
轄
外
へ
の

救
急
出
動
状
況
に
つ
い
て
。

A
（
新
垣
消
防
長
）
昨
年
の

出
動
件
数
は
８
，
６
１
３
件
、

管
轄
外
へ
の
出
動
件
数
は

６
４
８
件
。

Q
本
市
の
救
急
車
の
充
足
率

は
。

A
人
口
を
基
準
と
し
た
救
急

車
配
置
基
準
台
数
６
台
を
満

た
し
て
い
る
。
地
理
的
背
景

や
高
齢
化
の
状
況
な
ど
に
合

わ
せ
、
現
在
の
台
数
で
妥
当

な
の
か
調
査
・
研
究
す
る
。

Q
消
防
署
に
救
急
車
が
待
機

し
て
な
い
空
白
時
間
が
増
加
。

何
か
対
策
は
行
っ
て
い
る
の

か
。

A
全
国
的
に
救
急
出
動
件
数

増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

救
急
隊
の
増
隊
が
可
能
か
研

究
中
。

市営
住宅

火葬
待ち

保証人を必要とする条例の保証人を必要とする条例の
規定を削除すべきでは規定を削除すべきでは

火葬待ちで遺族の経済的精神的火葬待ちで遺族の経済的精神的
負担は大きい。早期建設を負担は大きい。早期建設を

答弁…保証人不要の市町村を注視し
必要に応じて検討していく

答弁…令和９年度の供用開始が
確実にできるよう進めていく

伊
い

盛
も り

 サ
さ

チ
ち

子
こ

 

池
い け

宮
み や

城
ぎ

 善
よ し

伸
の ぶ
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議員

議員（かけはし）

（希望のいぶき）

建設
関連

行政
支援

物価高騰支援について建設物価高騰支援について建設
関連からの要望への対応は関連からの要望への対応は

新・川田公民館建設は行政の新・川田公民館建設は行政の
支援が必要支援が必要

答弁…適切に対応していく旨、関係
各課より確認している

答弁…建設に向け効果的な支援が
できるように協議する

玉
た ま

元
も と

 哉
ち か

世
せ

 

宮
み や

城
ぎ

 一
か ず

寿
と し

 

う
る
ま
市
企
業
活
性
化

Q
市
が
発
注
す
る
公
共
工
事

等
に
お
け
る
物
価
高
騰
に
対

応
す
る
企
業
支
援
に
つ
い
て

伺
う
。

A
（
山
入
端
総
務
部
長
）
全

体
ス
ラ
イ
ド
・
単
品
ス
ラ
イ

ド
・
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
の

各
条
項
が
規
定
さ
れ
、
発
注

者
、
受
注
者
は
協
議
し
適
切

に
対
応
す
る
。

赤
道
団
地
余
剰
地
活
用

Q
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

住
民
が
利
用
で
き
る
複
合
施

設
の
検
討
と
し
て
要
望
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
市
は

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

A（
上
原
こ
ど
も
未
来
部
長
）　

国
や
県
の
補
助
も
視
野
に
入

れ
事
業
方
針
に
つ
い
て
示
し

て
い
く
。

赤
道
小
学
校
体
育
館

Q
長
寿
命
化
事
業
計
画
と
し

た
経
緯
を
伺
う
。

A（
兼
城
社
会
教
育
部
参
事
）　

改
築
工
事
の
約
６
割
程
度
の

経
費
で
実
施
、
工
事
期
間
短

縮
、
今
後
30
年
使
用
可
能
。

宇
都
宮
市
と
の
友
好
都

市
提
携

Q
お
互
い
が
持
つ
資
源
や
強

み
を
提
供
し
合
い
と
あ
っ
た

が
、
双
方
の
強
み
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

歴
史
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
を
通
し
た
子
供
同
士
の
交

流
、
観
光
Ｐ
Ｒ
誘
客
の
促
進
、

農
産
物
の
販
路
拡
大
、
地
元

企
業
の
Ｐ
Ｒ
と
マ
ッ
チ
ン
グ

支
援
等
を
検
討
し
て
い
る
。

沖
縄
県
立
中
部
病
院

Q
県
立
中
部
病
院
の
現
在
の

建
物
や
、
医
療
現
場
の
状
況
、

医
療
環
境
に
つ
い
て
伺
う
。

A（
古
謝
市
民
生
活
部
参
事
）　

南
病
棟
は
築
42
年
経
過
。
耐

震
基
準
は
満
た
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
判
明
。
医
師
数
は

減
少
。
職
員
増
加
に
伴
う
仮

眠
室
、
休
憩
室
は
皆
無
に
等

し
い
。
狭
隘
化
で
駐
車
場
不

足
、
医
師
不
足
や
医
療
従
事

者
の
離
職
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
る
。

あ
や
は
し
館

Q
裁
判
訴
訟
理
由
及
び
不
法

入
居
状
態
を
伺
う
。

A
（
岸
本
経
済
産
業
部
長
）　

被
告
へ
の
あ
や
は
し
館
利
用

許
可
は
平
成
29
年
４
月
か
ら

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
で
、

以
降
は
許
可
し
て
な
い
。

字
具
志
川

Q
浜
千
鳥
歌
碑
周
辺
道
路
整

備
に
つ
い
て
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

指
摘
の
道
路
周
辺
の
草
刈
り

や
凹
凸
道
路
補
修
を
行
う
。

Q
４
月
の
台
湾
地
震
で
２
次

避
難
先
の
具
志
川
ド
ー
ム
へ

避
難
し
た
。
し
か
し
ド
ー
ム

が
使
用
で
き
ず
、
津
波
警
報

解
除
ま
で
の
２
時
間
、
高
齢

者
、
児
童
・
生
徒
は
外
で
待

機
。
ド
ー
ム
の
活
用
及
び
緊

急
資
材
配
置
を
伺
う
。

A
（
大
田
防
災
広
報
対
策
部
長
）

ド
ー
ム
は
避
難
所
で
、
テ
ー

ブ
ル
・
椅
子
等
の
設
置
を
協

議
す
る
。

勝
連
・
平
敷
屋
地
区

Q
外
国
人
車
両
の
速
度
制
限

厳
守
指
導
に
つ
い
て
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

指
導
等
、
米
軍
関
係
機
関
へ

の
働
き
か
け
を
検
討
。
監
視

カ
メ
ラ
設
置
は
沖
縄
県
警
の

所
管
。

島
し
ょ
地
域
の
地
区
別
課
題

Q
津
堅
島
の
電
気
自
動
車
運

用
に
つ
い
て
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）

２
台
で
運
行
予
定
、
運
転
手

も
島
在
住
者
を
優
先
雇
用
。

Q
浜
比
嘉
島
の
事
故
防
止
対

策
の
景
観
に
つ
い
て
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）

地
元
自
治
会
等
と
協
力
す
る
。

Q
平
安
座
島
の
与
那
城
18
号

線
道
路
整
備
に
つ
い
て
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）

早
急
に
対
応
す
る
。

Q
宮
城
島
ア
ク
ナ
浜
道
路
整

備
に
つ
い
て
。

A
維
持
管
理
で
対
応
す
る
。

Q
伊
計
島
の
違
法
ス
ッ
ポ
ン

養
殖
池
・
い
も
建
屋
の
現
状

に
つ
い
て
。

A（
外
間
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

令
和
６
年
６
月
に
違
法
建
築

者
に
よ
る
撤
去
を
確
認
。

A（
座
喜
味
農
林
水
産
部
長
）

い
も
団
地
は
危
険
性
が
あ
り
、

自
治
会
と
撤
去
に
つ
い
て
調

整
を
進
め
る
。
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議員

議員（日本共産党）

（希望のいぶき）

学校
施設

提言
実現

学校体育館への空調設備学校体育館への空調設備
本市の設置率は？本市の設置率は？

うるま市独自の不妊治療助成うるま市独自の不妊治療助成
のチラシを病院に設置すべきのチラシを病院に設置すべき

答弁…現在２６校中４校の設置、
設置率１５. ３％

答弁…県内で不妊治療を行っている
医療機関７か所に設置した

金
き ん

城
じょう

 加
か

奈
な

栄
え

国
く に

吉
よ し

 亮
りょう

 

兼
箇
段
地
内
、
県
道
36    

号
線
、
旧
具
志
川
環
状

線
沿
い
の
歩
道
整
備

Q
朝
夕
の
車
の
量
が
多
く
、

約
50
ｃ
ｍ
幅
の
側
溝
が
割
れ

歩
行
者
の
安
全
上
、
非
常
に

危
険
な
状
態
で
、
住
民
の
方

か
ら
陳
情
要
請
さ
れ
て
い
る

が
進
捗
状
況
を
伺
う
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

早
急
な
歩
道
整
備
を
要
望
す

る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

地
域
自
治
会
よ
り
歩
道
整
備

要
請
書
の
提
出
が
あ
り
、
６

月
３
日
付
け
、
沖
縄
県
中
部

土
木
事
務
所
へ
要
請
書
等
を

進
達
し
て
い
る
。

介
護
職
員
・
ケ
ア
マ
ネ

へ
の
居
住
支
援
手
当

Q
介
護
人
材
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
介
護
等
福
祉
分
野

へ
の
居
住
支
援
手
当
を
設
置

で
き
な
い
か
、
見
解
を
伺
う
。

A
（
幸
地
福
祉
部
長
）
国
、

県
か
ら
の
補
助
が
な
く
市
単

独
事
業
と
し
て
財
源
確
保
が

難
し
い
点
も
あ
る
。
介
護
人

材
確
保
に
つ
い
て
は
、
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
他
の
事
例

な
ど
を
参
考
に
研
究
し
た
い
。

平
敷
屋
漁
港
の
浮
桟
橋

改
良

Q
令
和
５
年
度
の
調
査
結
果

を
基
に
、
令
和
６
年
度
に
検

討
業
務
及
び
事
業
採
択
に
向

け
た
調
整
を
行
い
、
令
和
７

年
度
以
降
の
採
択
に
向
け
て

取
り
組
む
と
の
こ
と
だ
が
進

捗
状
況
を
伺
う
。

A（
座
喜
味
農
林
水
産
部
長
）　

沖
縄
県
中
部
農
林
土
木
事
務

所
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
令

和
６
年
度
は
、
令
和
５
年
度

の
観
測
、
解
析
結
果
を
基
に
、

港
内
の
う
ね
り
の
解
消
を
目

的
と
し
た
施
設
整
備
等
を
策

定
す
る
た
め
の
業
務
を
発
注

し
、
令
和
７
年
度
以
降
の
新

規
採
択
に
向
け
て
作
業
を

行
っ
て
い
る
と
の
回
答
。

Q
停
泊
施
設
に
ど
の
よ
う
な

問
題
が
あ
る
か
。　

A
波
も
影
響
し
沖
防
波
堤
の

延
伸
等
を
含
め
た
対
策
工
法

を
事
業
化
に
向
け
検
討
し
て

い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

※
そ
の
他
「
私
有
地
・
公
衆

用
道
路
」「
学
校
給
食
費
無

償
化
」「
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
」
等
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

市
民
か
ら
の
要
望
を
問

うQ
来
年
は
戦
後
80
年
目
を
迎

え
る
。
う
る
ま
市
で
も
６
月

は
平
和
月
間
と
い
う
取
組
で

平
和
に
対
し
て
の
意
識
を
高

め
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て

学
ん
で
い
く
月
間
と
な
っ
て

い
る
。
市
長
の
平
和
に
対

す
る
思
い
、
宮
森
小
学
校

ジ
ェ
ッ
ト
機
事
故
に
対
す
る

考
え
を
伺
う
。

A
（
中
村
市
長
）
子
や
孫
の

世
代
に
平
和
の
尊
さ
を
語
り

継
ぐ
こ
と
は
大
切
な
こ
と
。

石
川
・
宮
森
米
軍
ジ
ェ
ッ
ト

機
墜
落
事
故
遺
族
会
並
び
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
川
・
宮
森

６
３
０
会
の
活
動
に
敬
意
を

表
す
る
。
平
和
の
思
い
に
つ

い
て
は
、
世
界
が
未
来
永
劫

平
和
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

災
害
関
連

Q
石
川
―
具
志
川
活
断
層
系

地
震
の
予
測
に
お
い
て
液
状

化
に
よ
る
建
物
の
全
壊
棟
数

と
半
壊
棟
数
、
並
び
に
土
砂

災
害
に
よ
る
建
物
の
全
壊
件

数
と
半
壊
件
数
を
伺
う
。

A
（
大
田
防
災
広
報
対
策
部
長
）

液
状
化
に
よ
る
建
物
の
全
壊

が
１
，
５
６
８
棟
、
半
壊
が

１
，
９
７
９
棟
。
土
砂
災
害

に
よ
る
建
物
全
壊
が
１
２
９

棟
、
半
壊
が
３
０
０
棟
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。

Q
建
物
の
崩
壊
等
に
よ
る
人

的
被
害
で
、
死
亡
者
数
と
負

傷
者
数
を
伺
う
。

A
建
物
崩
壊
に
よ
り
死
者
が

１
７
３
人
、
負
傷
者
７
，
０

７
４
人
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

Q
大
規
模
震
災
が
起
き
た
場

合
、
役
所
に
２
，
０
０
０
人

規
模
の
災
害
申
請
す
る
方
が

来
た
ら
対
応
が
遅
く
な
る
。

災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
関
す

る
審
査
を
市
内
の
事
情
に
詳

し
く
な
い
他
機
関
に
委
託
す

る
と
認
定
率
が
下
が
る
。
市

独
自
の
災
害
認
定
機
関
を
設

け
、
災
害
弔
慰
金
支
給
に
関

す
る
条
例
を
整
備
す
べ
き
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

市
と
し
て
も
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
が
不
利
益
に
な
ら
ぬ

よ
う
、
調
査
・
研
究
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

※
そ
の
他
「
う
る
ま
市
独
自

の
不
妊
治
療
助
成
」
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。
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議員

議員（与開之会）

（津梁）

風光
明媚

里道
整備

保 安 林 で な く 現 地 は ポ テ ン保 安 林 で な く 現 地 は ポ テ ン
シャルの高い海岸線。今後はシャルの高い海岸線。今後は

県営石川団地に隣接する墓地県営石川団地に隣接する墓地
周辺の里道を整備すべきだが周辺の里道を整備すべきだが

答弁…市が樹木の伐採・剪定に着手
する予定である

答弁…墓地はいずれも里道に接し
雑木などが繁茂しているが厳しい

兼
か ね

本
も と

 光
み つ

治
は る

 

伊
い

波
は

 良
よ し

明
あ き

 

小
・
中
学
校
ト
イ
レ
の

業
務
委
託
管
理

Q
子
供
た
ち
の
健
康
状
況
や

感
染
対
策
等
の
面
か
ら
清
掃

業
務
委
託
管
理
が
で
き
な
い

か
。

A
（
大
里
学
校
教
育
部
長
）　

他
市
町
村
の
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
調
査
・
研
究
す
る
。

県
道
37
号
線
湾
岸
道
路

海
岸
側
の
雑
木

Q
照
間
地
域
か
ら
屋
慶
名
地

域
海
岸
道
路
の
区
間
は
風
光

明
媚
で
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
と

し
て
全
国
的
に
人
気
。
県
道

37
号
線
は
開
通
し
て
約
25
年

余
り
が
経
過
。
海
岸
側
の
自

然
に
根
付
い
た
植
林
等
は
保

安
林
な
の
か
。

A
（
金
城
企
画
部
長
）
県
か

ら
は
自
然
繁
茂
し
た
も
の
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。

Q
現
地
は
観
光
地
と
し
て
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
海
岸
線

で
あ
る
。
現
在
の
管
理
は
。

A
沖
縄
県
中
部
土
木
事
務
所

の
所
管
。

Q
所
管
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
。

A
事
業
計
画
は
な
い
と
の
こ

と
。

Q
当
局
の
考
え
は
。

A
令
和
５
年
度
に
お
い
て
県

道
37
号
線
沿
道
の
利
活
用
推

進
計
画
を
策
定
し
た
。

Q
今
後
の
事
業
取
組
に
つ
い

て
。

A
道
路
管
理
者
や
海
岸
管
理

者
と
協
議
を
踏
ま
え
今
年
度

一
部
区
間
に
つ
い
て
市
が
発

注
す
る
中
で
樹
木
の
伐
採
・

剪
定
に
着
手
す
る
予
定
。

水
素
地
産
地
消

Q
事
業
内
容
を
伺
う
。

A
（
岸
本
経
済
産
業
部
長
）　

本
市
に
お
け
る
水
素
に
関
す

る
取
組
は
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に

向
け
て
次
世
代
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
検
討
す
る
こ
と
が
地

方
自
治
体
の
大
き
な
役
割
の

一
つ
と
し
て
地
域
企
業
と
協

働
で
推
進
し
て
い
る
。

Q
今
後
に
つ
い
て
。

A
地
産
地
消
型
の
水
素
供
給

モ
デ
ル
を
確
立
し
、
中
城
湾

港
新
港
地
区
や
地
域
産
業
と

連
携
、
平
安
座
地
区
な
ど
、

供
給
拠
点
の
検
討
及
び
展
開

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

県
営
石
川
団
地

Q
建
て
替
え
工
事
中
、
伊
波

こ
ど
も
園
職
員
や
送
迎
用
駐

車
場
を
ど
う
確
保
す
る
の
か
。

A
（
上
運
天
こ
ど
も
未
来
部
参
事
）

小
学
校
敷
地
内
も
含
め
、
近

隣
で
の
確
保
に
努
め
る
。

Q
小
学
校
用
地
の
草
木
が
生

い
茂
る
斜
面
を
垂
直
な
擁
壁

工
事
を
行
う
べ
き
だ
と
提
言

し
た
が
。

A
（
金
城
企
画
部
長
）
県
か

ら
は
石
川
団
地
計
画
区
域
を

広
げ
る
の
は
難
し
い
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。
今
後
は
市
で

対
応
す
る
も
の
と
考
え
る
。

Q
子
供
た
ち
の
安
心
・
安
全

な
教
育
環
境
の
面
か
ら
教
育

委
員
会
の
見
解
は
。

A（
兼
城
社
会
教
育
部
参
事
）　

雑
木
撤
去
等
の
環
境
整
備
を

学
校
側
と
調
整
し
取
り
組
む
。

Q
鐘
つ
き
堂
周
辺
へ
の
車
両

進
入
口
の
確
保
は
。

A
（
金
城
企
画
部
長
）
県
の

基
本
設
計
で
は
管
理
車
両
等

の
進
入
道
路
を
計
画
し
て
い

る
。

Q
交
換
に
よ
る
新
た
な
市
有

地
の
詳
細
は
。

A
面
積
が
約
３
，
４
０
０
㎡
、

市
道
に
隣
接
す
る
間
口
約
70

ｍ
、
奥
行
き
が
約
50
ｍ
の
整

形
な
土
地
で
、
前
面
道
路
の

勾
配
を
考
慮
し
造
成
計
画
を

検
討
し
て
い
る
。

Q
新
た
な
市
有
地
の
利
活
用

に
お
い
て
前
回
の
答
弁
で
は

子
育
て
施
設
や
福
祉
施
設
、

石
川
庁
舎
の
行
政
窓
口
機
能

等
を
含
め
た
施
設
を
計
画
し

た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
進

捗
状
況
は
。

A
そ
の
よ
う
な
施
設
及
び
機

能
を
含
め
、
次
年
度
以
降
の

事
業
計
画
の
検
討
に
お
け
る

基
礎
的
調
査
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

市
道
石
川
55
号
線

ハ
ン
プ
設
置

Q
工
事
期
間
中
に
お
け
る
迂

回
路
の
案
内
及
び
安
全
対
策

を
慎
重
に
検
討
す
べ
き
だ
が
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

当
該
道
路
は
車
両
交
通
量
が

多
い
こ
と
か
ら
、
道
路
利
用

者
や
近
隣
住
民
へ
の
迂
回
路

の
周
知
及
び
効
果
的
な
安
全

対
策
の
検
討
を
行
う
。
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議員

議員（希望のいぶき）

（無所属）

市道
冠水

行政
運営

抜本的な対策を行うには今後抜本的な対策を行うには今後
どのような段階を経るものかどのような段階を経るものか

中心市街地の具志川地域の中心市街地の具志川地域の
宿泊施設が乏しいと思うが宿泊施設が乏しいと思うが

答弁…概算事業費の算出などの検討
が必要、予算確保に取り組む

答弁…市内全域を対象にホテル誘致
活動を実施しているところ

仲
な か

程
ほ ど

 孝
たかし

伊
い

波
は

 洋
ひろし

 

赤
道
小
学
校
運
動
場

整
備

Q
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
側
か
ら
見

て
ラ
イ
ト
方
面
に
当
た
る
運

動
場
側
に
防
球
ネ
ッ
ト
の
設

置
が
可
能
か
学
校
側
か
ら
の

要
望
な
ど
が
な
い
か
伺
う
。

A（
兼
城
社
会
教
育
部
参
事
）　

学
校
側
か
ら
設
置
要
望
は
な

く
、
意
見
交
換
等
は
行
っ
て

い
な
い
。

Q
今
後
学
校
側
か
ら
防
球

ネ
ッ
ト
設
置
に
つ
い
て
相
談

が
あ
っ
た
場
合
は
。

A
安
全
面
や
学
習
環
境
へ
の

影
響
の
ほ
か
、
学
校
運
営
に

支
障
を
来
す
な
ど
の
状
態
で

あ
れ
ば
、
学
校
側
と
協
議
し

た
い
。

米
原
区
内
道
路
冠
水

箇
所
対
策

Q
兼
箇
段
１
７
３
９
番
地
付

近
道
路
は
一
定
の
雨
が
降
り

続
く
と
冠
水
被
害
を
繰
り
返

し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

降
雨
量
が
多
く
な
る
と
冠
水

被
害
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
て
お
り
、
市
道
の
草

刈
り
及
び
側
溝
清
掃
な
ど
を

行
い
、
日
々
の
維
持
管
理
に

努
め
て
い
る
。

Q
抜
本
的
な
対
策
を
行
わ
な

け
れ
ば
、
地
盤
の
緩
み
や
土

砂
災
害
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
も
含
む
場
所
で
あ
る
が
、

当
局
の
見
解
は
。

A
道
路
構
造
上
、
冠
水
被
害

を
繰
り
返
す
排
水
機
能
で
し

か
な
く
、
抜
本
的
な
冠
水
対

策
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

加
齢
性
難
聴
者
へ
の

補
聴
器
購
入
助
成

Q
事
業
内
容
と
実
施
時
期
に

つ
い
て
伺
う
。

A
（
幸
地
福
祉
部
長
）
加
齢

性
難
聴
に
よ
り
補
聴
器
の
使

用
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
高

齢
者
に
対
し
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
も
の
で
、
８
月
頃

か
ら
事
業
内
容
の
周
知
を
行

い
、
10
月
頃
の
申
請
受
付
を

想
定
し
て
い
る
。

Q
市
内
外
問
わ
ず
、
民
間
の

補
聴
器
販
売
会
社
な
ど
と
も

連
携
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

A
助
成
内
容
に
つ
い
て
、
広

く
周
知
を
図
る
た
め
に
補
聴

器
販
売
会
社
な
ど
に
対
し
て

も
情
報
提
供
を
行
う
。

高
さ
制
限
、

建
築
基
準
法

Q
感
動
産
業
特
区
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
推
進
、
市
内

に
滞
在
す
る
に
は
宿
泊
施
設

が
乏
し
い
と
思
う
が
。

A
（
岸
本
経
済
産
業
部
長
）　

本
市
は
観
光
資
源
が
豊
富
だ

が
、
通
過
型
か
ら
滞
在
型
観

光
に
シ
フ
ト
し
、
観
光
消
費

を
取
り
込
む
た
め
に
も
、
宿

泊
施
設
が
重
要
。

Q
宿
泊
施
設
の
誘
致
は
、
建

築
基
準
法
の
高
さ
制
限
が

ネ
ッ
ク
だ
と
思
う
が
。

A（
田
場
都
市
建
設
部
参
事
）　

建
築
基
準
法
は
国
が
制
定
。

市
制
定
の
建
築
基
準
法
施
行

細
則
で
は
制
限
は
な
い
。

Q
現
基
準
の
一
番
高
い
制
限

は
。

A
景
観
法
、
都
市
計
画
法
な

ど
に
規
定
が
あ
り
、
第
一
種

低
層
住
居
専
用
地
域
で
絶
対

高
さ
10
ｍ
。

Q
市
景
観
計
画
に
よ
る
高
さ

制
限
は
。

A
景
観
計
画
制
定
後
約
13
年

が
経
過
。
社
会
情
勢
や
市
民

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
合
わ
せ
た

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
最
高
高
さ
の
制
限
を
見

直
す
方
向
で
進
め
て
い
る
。

石
川
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

拠
点
形
成
基
本
計
画

Q
策
定
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
。

A
（
金
城
企
画
部
長
）
石
川

Ｉ
Ｃ
周
辺
は
今
年
度
事
業
区

域
の
確
定
と
民
間
活
力
導
入

調
査
を
実
施
、
次
年
度
以
降

に
基
本
計
画
策
定
、
用
地
買

収
に
３
年
間
を
想
定
。
石
川

庁
舎
周
辺
は
、
今
年
度
事
業

者
と
事
業
手
法
を
検
討
、
行

政
窓
口
機
能
や
体
育
施
設
の

再
配
置
・
代
替
機
能
方
針
を

検
討
、
令
和
８
年
度
の
公
募

を
目
標
に
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
令
和
９
年
度
に
既
存
施
設

の
解
体
設
計
と
な
っ
て
い
る

が
市
民
課
窓
口
業
務
等
の
計

画
に
つ
い
て
。

A
石
川
団
地
周
辺
で
計
画
し

て
い
る
複
合
施
設
へ
の
集
約
、

既
存
の
公
共
施
設
ま
た
は
商

業
施
設
な
ど
へ
の
集
約
、
移

転
等
を
検
討
。

Q
石
川
多
目
的
ド
ー
ム
周
辺

整
備
事
業
の
今
後
に
つ
い
て
。

A
事
業
区
域
の
決
定
や
用
地

取
得
を
経
て
、
令
和
12
年
度

の
公
募
を
目
指
し
て
い
る
。
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議員

議員（かけはし）

（無所属）

砂の
流出

漁業
ＤＸ

津堅トゥマイ浜の砂流出問題津堅トゥマイ浜の砂流出問題
を県への申し入れは可能か？を県への申し入れは可能か？

特産品のモズクが、地球温暖特産品のモズクが、地球温暖
化対策に有効。事業内容は化対策に有効。事業内容は

答弁…自治会と連携し、資料収集し
て、沖縄県へ報告する

答弁…漁業者の作業負担を軽減し、
漁業のデジタル化を支援する

大
お お

城
し ろ

 直
なおし

 

真
ま

栄
え

城
し ろ

 隆
たかし

消
防
行
政

Q
今
年
は
、
各
地
で
大
規
模

地
震
が
発
生
し
て
い
る
が
、

市
の
人
員
配
置
は
十
分
か
。

A
（
新
垣
消
防
長
）
人
員
配

置
は
、
定
数
条
例
の
１
３
０

人
を
配
置
し
、
外
の
部
署
に

も
８
人
を
配
置
し
て
い
る
。

Q
地
震
の
際
に
避
難
車
両
が

渋
滞
と
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、

機
動
性
の
あ
る
二
輪
車
の
配

置
が
早
急
に
必
要
だ
と
思
う
。

二
輪
車
の
配
置
に
つ
い
て
伺

う
。

A
近
年
の
災
害
状
況
を
踏
ま

え
、
消
防
バ
イ
ク
隊
の
運
用

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
踏
み
込
ん
だ
検
討
を
指
示

し
て
い
る
。

津
堅
島

Q
久
高
島
で
は
、
入
島
協
力

金
３
０
０
円
以
上
を
任
意
で

徴
収
し
、
島
の
環
境
整
備
や

文
化
の
保
全
に
役
立
て
て
い

る
が
、
市
で
も
自
治
会
の
自

助
努
力
に
支
援
が
必
要
と
思

う
が
、
協
力
金
の
募
金
箱
設

置
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

久
高
島
で
は
、
自
治
会
と
協

力
業
者
が
連
携
し
て
行
っ
て

お
り
、
行
政
は
関
与
し
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。
制
度
の

導
入
に
は
地
域
住
民
の
同
意

を
基
本
に
、地
域
で
の
調
査・

研
究
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。

Q
ト
ゥ
マ
イ
浜
キ
ャ
ロ
ッ
ト

愛
ラ
ン
ド
管
理
棟
の
屋
根
が

劣
化
し
、
防
水
塗
装
が
必
要

だ
が
、
管
理
棟
屋
根
の
防
水

塗
装
は
可
能
か
伺
う
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

屋
根
の
防
水
塗
装
に
つ
い
て

は
、
公
園
施
設
管
理
に
関
し
、

修
繕
等
を
行
う
場
合
に
は
、

事
前
に
市
と
協
議
し
、
許
可

を
得
る
必
要
が
あ
る
。
資
材

提
供
も
含
め
、
協
議
を
行
い

対
応
し
て
い
き
た
い
。

不
法
投
棄

Q
不
法
投
棄
の
被
害
者
支
援

に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

地
主
と
共
に
現
場
で
の
対
応

に
な
る
が
、
中
部
北
環
境
施

設
組
合
へ
搬
入
で
き
る
よ
う

状
況
に
応
じ
、
ご
み
袋
の
提

供
や
分
別
指
導
及
び
廃
棄
物

処
分
場
の
紹
介
、
警
告
看
板

等
の
提
供
等
を
行
っ
て
い
る
。

Q
自
己
搬
入
２
０
０
円
の
処

理
券
に
つ
い
て
伺
う
。

A
民
間
の
処
分
場
を
案
内
し

て
い
る
が
、
市
職
員
が
そ
の

不
法
投
棄
現
場
を
確
認
し
、

不
法
投
棄
と
し
て
判
断
さ
れ

た
粗
大
ご
み
等
に
つ
い
て
は
、

自
己
搬
入
で
対
応
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

骨
髄
ド
ナ
ー
助
成

Q
骨
髄
移
植
推
進
の
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

A（
古
謝
市
民
生
活
部
参
事
）　

最
も
多
い
年
齢
層
が
49
歳
と

な
り
、
10
年
前
の
39
歳
か
ら

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、

住
所
不
明
の
ド
ナ
ー
登
録
者

は
、
適
合
検
索
の
対
象
外
で

無
効
扱
い
と
な
る
こ
と
の
２

点
が
主
な
問
題
。
若
い
世
代

の
ド
ナ
ー
登
録
者
を
増
や
す

こ
と
と
ド
ナ
ー
登
録
者
数
の

維
持
・
増
加
を
図
る
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

Q
移
植
完
了
ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
に
仕
事
や
生
活
の
ハ
ザ
ー

ド
が
想
定
以
上
に
高
く
、
条

件
等
を
緩
和
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
当
該
事
業
は
県
の
成
果
に

基
づ
い
て
い
る
た
め
、
沖
縄

県
な
ど
へ
課
題
と
し
て
提
言

し
た
い
。

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

Q
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
と
は
、

海
藻
な
ど
が
光
合
成
に
よ
り

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
吸

収
し
削
減
す
る
こ
と
だ
が
、

本
市
に
お
い
て
取
組
、
検
討

が
進
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

A（
座
喜
味
農
林
水
産
部
長
）　

企
業
と
勝
連
漁
業
協
同
組
合

及
び
う
る
ま
市
に
よ
り
、
モ

ズ
ク
を
二
酸
化
炭
素
吸
収
源

対
策
と
す
る
事
業
化
に
向
け

て
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

状
況
で
あ
る
。

　　以前のトゥマイ浜　　 令和６年６月時点の砂浜の状況
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議員

議員（かけはし）

（与開之会）

経済
循環

防災
行政

本市が発注する公共事業は本市が発注する公共事業は
本市優先でできているのか本市優先でできているのか

災害時の被災地支援、救援活災害時の被災地支援、救援活
動へのドローン配備と活用は動へのドローン配備と活用は

答弁…市内事業者への優先的な発注
に努めている

答弁…十分効果が期待でき活用事例
の調査・検証を行っていく

玉
た ま

城
き

 政
ま さ

哉
や

 

佐
さ

久
く

田
だ

 悟
さとし

 

全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ
ト

開
催

Q
全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ
ト
大
会

に
つ
い
て
本
市
の
考
え
を
伺

う
。

A
（
岸
本
経
済
産
業
部
長
）　

市
政
施
行
20
周
年
を
記
念
す

る
全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ
ト
大
会

と
位
置
づ
け
、
全
国
各
地
か

ら
参
加
さ
れ
る
闘
牛
関
係
者

と
の
相
互
交
流
を
深
め
、
県

内
外
の
多
く
の
闘
牛
フ
ァ
ン

へ
沖
縄
闘
牛
、
そ
し
て
う
る

ま
市
の
魅
力
を
広
く
発
信
し

て
い
き
た
い
。

闘
牛
団
地
建
設
構
想

Q
闘
牛
団
地
建
設
構
想
に
つ

い
て
、
本
市
は
取
組
を
検
討

し
て
い
る
の
か
。

A
（
岸
本
経
済
産
業
部
長
）　

闘
牛
団
地
建
設
に
つ
い
て
具

体
的
な
取
組
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
検
討
に
際
し
、
う
る

ま
市
闘
牛
組
合
連
合
会
等
と

の
意
見
交
換
や
参
考
と
な
る

事
例
を
含
め
た
調
査
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

う
る
ま
市
タ
レ
ン
ト

活
用
メ
デ
ィ
ア
発
信

Q
本
市
に
は
多
く
の
タ
レ
ン

ト
の
皆
さ
ん
が
い
る
が
、
今

後
地
元
タ
レ
ン
ト
と
連
携
し

本
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
検
討
し

て
い
る
か
。

A
（
岸
本
経
済
産
業
部
長
）　

感
動
産
業
特
区
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
に
お
い
て
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
市
公
式

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
番
組
「
Ｇ

Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｌ

ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
」
へ
の
出
演
な

ど
、
地
元
タ
レ
ン
ト
と
連
携

し
た
取
組
を
検
討
し
て
る
と

こ
ろ
。

Q
今
後
地
元
タ
レ
ン
ト
を
使

用
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な

使
い
方
、
効
果
が
あ
る
と
思

う
か
。

A
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

本
市
の
様
々
な
情
報
を
面
白

く
伝
え
る
ユ
ー
モ
ア
効
果
や
、

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
誘
発
効
果
な

ど
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
局
な
ど

制
作
側
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど

も
図
っ
て
い
き
た
い
。

市
防
災
行
政
の
取
組

Q
市
の
上
下
水
道
管
、
上
下

水
道
施
設
の
耐
震
化
達
成
率

の
現
状
に
つ
い
て
。

A
（
座
間
味
水
道
部
長
）
水

道
施
設
耐
震
化
率
は
配
水
池

85
．
4
％
、
ポ
ン
プ
場
44
．

4
％
、
管
路
31
．
6
％
、
下

水
道
施
設
は
石
川
終
末
処
理

場
75
％
、
中
継
ポ
ン
プ
場

36
．
4
％
、
管
路
55
．
3
％

で
あ
る
。

Q
災
害
時
に
お
け
る
水
道
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
構
築
に

向
け
て
強
靭
な
上
下
水
道
整

備
計
画
策
定
が
重
要
だ
と
考

え
る
が
取
組
を
伺
う
。

A
上
下
水
道
施
設
整
備
計
画

等
を
踏
ま
え
投
資
試
算
、
財

源
試
算
を
行
い
企
業
債
の
活

用
、
適
切
な
水
道
料
金
、
下

水
道
使
用
料
の
適
正
な
水
準

検
討
に
取
り
組
む
。

Q
災
害
時
に
お
け
る
被
災
地

支
援
、
救
援
活
動
に
つ
な
が

る
物
資
搬
送
用
ド
ロ
ー
ン
の

配
備
は
。

A
（
大
田
防
災
広
報
対
策
部
長
）

島
し
ょ
地
域
や
離
島
を
有
す

る
本
市
で
も
物
資
搬
送
ド

ロ
ー
ン
活
用
は
十
分
効
果
が

期
待
で
き
、
活
用
事
例
の
調

査
・
検
証
を
行
っ
て
い
く
。

市
介
護
保
険
事
業
計
画

の
取
組

Q
人
材
確
保
の
た
め
の
介
護

従
事
者
へ
の
支
援
は
。

A
（
幸
地
福
祉
部
長
）
介
護

人
材
確
保
支
援
事
業
と
し
て

事
業
者
に
対
し
従
業
員
等
資

格
取
得
等
研
修
費
用
の
８

割
、
５
万
円
を
上
限
と
す
る

費
用
助
成
事
業
を
実
施
に
向

け
準
備
し
て
い
る
。

Q
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
介

護
認
定
業
務
負
担
軽
減
へ
向

け
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
も
必
要
だ
と

考
え
る
が
見
解
を
。

A
他
自
治
体
等
の
調
査
・
研

究
を
行
い
認
定
審
査
以
外
の

ケ
ア
マ
ネ
業
務
の
効
率
化
に

つ
い
て
も
研
究
し
て
い
き
た

い
。

Q
介
護
報
酬
改
定
に
よ
る
報

酬
減
額
で
介
護
現
場
で
の
人

手
不
足
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
見

解
を
伺
う
。

A
議
員
指
摘
の
と
お
り
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
所
の
減
少
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
今
後
の
動

向
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
き

た
い
。
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議員

議員（津梁）

（希望のいぶき）

観光
振興

道路
整備

海中道路東側海岸埋め立て海中道路東側海岸埋め立て
構想の検討が必要である構想の検討が必要である

小学校通学路屋慶名大通りの小学校通学路屋慶名大通りの
道路拡張整備の早期実現を道路拡張整備の早期実現を

答弁…現段階では課題があるが、
今後、慎重に調査・研究していく

答弁…中部土木事務所が令和６年度
に工事１件の発注予定あり

下
し も

門
じょう

 勝
まさる

 

伊
い

礼
れ い

 正
ただし

 

道
路
行
政

Q
平
安
名
屋
慶
名
線
道
路
構

想
は
、
津
波
発
生
時
に
屋
慶

名
区
民
の
高
台
避
難
の
た
め

の
道
路
で
、
都
市
防
災
機
能

強
化
の
観
点
か
ら
早
急
な
整

備
が
必
要
だ
が
所
見
を
伺
う
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

屋
慶
名
地
区
は
海
抜
10
ｍ
以

下
の
世
帯
が
7
割
弱
。
昨
年

度
概
略
設
計
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

防
災
行
政

Q
災
害
指
定
避
難
所
で
あ
る

旧
比
嘉
小
の
校
舎
は
、
劣
悪

な
環
境
。
今
後
ど
う
す
べ
き
。

A
（
大
田
防
災
広
報
対
策
部
長
）

ト
イ
レ
の
使
用
も
厳
し
い
状

況
を
確
認
し
て
お
り
、
今
後
、

環
境
改
善
に
向
け
取
り
組
む
。

不
法
投
棄
対
策

Q
防
犯
カ
メ
ラ
の
効
果
と
実

績
を
伺
う
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

不
法
投
棄
は
減
少
し
た
が
、

新
た
な
投
棄
が
後
を
絶
た
な

い
。
監
視
カ
メ
ラ
実
績
は
、

不
法
投
棄
の
原
因
者
特
定
が

2
件
、
捜
査
中
が
2
件
。

Q
不
法
投
棄
の
抑
止
効
果
を

高
め
る
た
め
、
罰
金
や
公
表

の
在
り
方
を
検
討
す
べ
き
。

A
公
表
の
在
り
方
等
、
関
係

機
関
や
関
係
法
令
等
を
踏
ま

え
慎
重
に
検
討
す
る
。

観
光
振
興

Q
学
園
都
市
安
慶
名
に
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
高
層
化
複
合
施

設
の
整
備
検
討
が
必
要
。
ま

た
、
屋
慶
名
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
機
能
強
化
を
含
め
所
見
を

伺
う
。

A（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）　

既
存
テ
ナ
ン
ト
や
地
権
者
と

の
調
整
が
課
題
。
ま
た
、
屋

慶
名
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能

強
化
や
移
設
な
ど
検
討
す
る
。

派
遣
費

Q
社
会
人
の
派
遣
費
に
つ
い

て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
頑
張

る
市
民
が
報
わ
れ
る
よ
う
強

く
復
活
を
要
求
す
る
。

A
（
中
村
市
長
）
派
遣
事
業

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

※
そ
の
他「
教
育
行
政（
通
知

表
廃
止
、特
別
免
許
状
制
度
）」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

与
那
城
地
区
（
屋
慶
名
）

道
路
整
備

Q
平
成
28
年
４
月
に
事
業
説

明
会
実
施
後
の
与
那
城
17
号

線
の
整
備
進
捗
と
与
那
城

１
０
５
７
番
地
２
入
り
口
の

道
路
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
名
嘉
眞
都
市
建
設
部
長
）

17
号
線
は
狭
隘
（
き
ょ
う
あ

い
）
で
未
舗
装
道
路
の
た

め
、
待
避
所
を
設
け
た
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
行
う
暫
定

的
な
整
備
を
検
討
中
。
県
道

37
号
線
整
備
事
業
主
県
中
部

土
木
事
務
所
か
ら
は
、
与
那

城
１
０
５
７
番
地
２
は
予
算

が
付
き
次
第
、
工
事
着
工
す

る
と
の
回
答
。

東
海
岸
開
発
基
本
計
画

Q
平
成
22
年
度
の
東
海
岸
開

発
基
本
計
画
の
そ
の
後
の
進

捗
状
況
と
藪
地
洞
窟
遺
跡
周

辺
整
備
の
今
後
の
考
え
は
。

A
（
金
城
企
画
部
長
）
与
那

城
17
号
線
整
備
を
優
先
に
考

え
実
施
し
て
い
る
が
、
相
続

問
題
な
ど
で
進
捗
が
遅
れ
長

期
化
し
て
い
る
。

A
（
川
端
社
会
教
育
部
長
）　

筆
界
未
定
地
が
多
数
あ
り
、

早
急
な
整
備
は
厳
し
い
状
況
。

不
動
産
登
記
義
務
化

Q
令
和
６
年
４
月
１
日
施
行

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化
と

は
。
義
務
に
違
反
し
た
場
合

は
罰
則
も
あ
る
の
か
。
自
治

会
単
位
の
説
明
会
予
定
は
。

A
（
島
袋
財
務
部
長
）
不
動

産
土
地
・
建
物
を
相
続
で
取

得
し
た
日
か
ら
３
年
以
内
に

相
続
登
記
が
法
律
で
義
務
付

け
。
３
年
以
内
に
し
な
い
場

合
、
10
万
円
以
下
の
過
料
の

対
象
と
な
る
。
説
明
会
は
調

整
中
で
あ
る
。

新
選
挙
管
理
委
員
会

Q
令
和
６
年
５
月
８
日
の
う

る
ま
市
選
管
の
選
挙
管
理
体

制
を
糾
（
た
だ
）
す
会
と
の

面
接
内
容
は
。

A（
伊
波
選
挙
管
理
委
員
長
）　

他
の
候
補
者
の
票
混
入
の
原

因
、異
議
申
立
て
を
却
下
し
、

検
票
無
実
施
に
つ
い
て
等
を

問
う
も
の
で
あ
っ
た
。

※
そ
の
他「
災
害
時
避
難
所
」

「
消
防
防
災
ヘ
リ
未
導
入
」

「
下
水
道
未
布
設
地
域
」
等

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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議員

議員（新政クラブ）

（新政クラブ）

中部
病院

現地
建替

病院事業局による地元自治会病院事業局による地元自治会
への説明会の内容を伺うへの説明会の内容を伺う

中部病院の移転整備に関する他中部病院の移転整備に関する他
市町村との協議状況は市町村との協議状況は

答弁…建て替えで対応可能というこ
とで、資料に基づいて説明があった

答弁…他市町村と具体的な協議が
行われたか把握していない

平
た い

良
ら

 一
か ず

雄
お

 

高
た か

屋
や

 優
ゆ う

う
る
ま
市
肉
用
牛

拠
点
産
地
化

Q
産
地
化
安
定
の
た
め
に
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
飼
料
代

の
助
成
が
出
来
な
い
か
。　
　
　
　

A（
座
喜
味
農
林
水
産
部
長
）　

令
和
４
年
度
よ
り
家
畜
飼
料

価
格
高
騰
緊
急
対
策
事
業
に

よ
り
家
畜
種
類
別
に
１
頭
当

た
り
の
高
騰
差
額
分
を
頭
数

に
応
じ
て
支
援
金
を
給
付
し

て
お
り
、
今
年
度
も
予
算
計

上
し
て
い
る
。

Q
子
牛
生
産
奨
励
金
に
変
わ

る
新
た
な
支
援
策
と
し
て
肉

用
牛
優
良
繁
殖
雌
牛
Ｅ
Ｔ
活

用
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

A
Ｅ
Ｔ
と
は
受
精
卵
移
植
の

意
味
で
、
優
良
な
母
牛
に
ホ

ル
モ
ン
処
置
を
行
い
過
剰
排

卵
を
起
こ
し
た
上
で
人
工
授

精
を
行
い
、
胎
内
に
多
数
の

受
精
卵
を
つ
く
り
、
こ
れ
ら

を
採
取
し
て
代
理
母
と
な
る

雌
牛
の
子
宮
に
移
植
す
る
こ

と
で
子
牛
を
得
る
技
術
。

石
川
ま
ち
づ
く
り
推
進

計
画
　
　
　
　
　

Q
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
に
資
す

る
実
証
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
と

目
的
を
伺
う
。

A
（
金
城
企
画
部
長
）
石
川

地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
再

確
認
や
認
知
度
向
上
、
地
元

事
業
者
団
体
と
の
連
携
及
び

集
客
に
伴
う
に
ぎ
わ
い
創
出

の
可
能
性
を
検
証
す
る
た
め

実
施
。

中
部
病
院
の
建
て
替
え

の
動
向

Q
中
部
病
院
の
誘
致
の
歴
史
、

そ
れ
に
伴
う
地
域
の
発
展
、

現
場
や
地
域
の
声
等
を
踏
ま

え
た
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
（
中
村
市
長
）
今
後
も
し

現
地
建
て
替
え
で
あ
れ
ば
、

今
ま
で
の
問
題
点
の
解
消
は

厳
し
い
と
確
信
し
て
い
る
。

今
後
も
移
転
並
び
に
現
地
建

て
替
え
を
す
る
に
当
た
っ
て

も
医
療
機
関
、
中
部
圏
域
の

医
療
体
制
を
整
え
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と
を
含
め
、
県
に

申
し
入
れ
を
す
る
。

※
そ
の
他
「
堆
肥
共
同
作
業

場
」「
石
川
公
園
の
管
理
」「
州

崎
地
域
の
防
災
対
策
」
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

沖
縄
県
立
中
部
病
院
の

現
地
建
て
替
え
に
向
け

てQ
中
部
病
院
の
移
転
先
候
補

地
は
。

A（
古
謝
市
民
生
活
部
参
事
）　

移
転
に
際
し
市
内
候
補
地
と

な
り
得
る
場
所
は
、
上
江

洲
・
仲
嶺
地
区
産
業
基
盤
整

備
事
業
の
一
部
用
地
を
提
案
。

Q
県
立
中
部
病
院
は
中
部
圏

域
医
療
機
関
の
地
理
的
均
衡

や
ベ
ッ
ド
数
等
を
考
慮
し
て

建
設
さ
れ
て
お
り
、
現
在
南

病
棟
の
老
朽
化
や
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
現
状
。

狭
隘
化
等
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
建
て
替
え
は
急
務
で

あ
る
。
医
療
機
能
を
落
と
す

こ
と
な
く
、
南
病
棟
の
建
て

替
え
を
最
優
先
で
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
移
転
建
て
替
え

に
係
る
用
地
選
定
作
業
、
土

地
の
取
得
手
続
き
、
住
民
の

合
意
形
成
、
造
成
工
事
等
を

考
え
る
と
、
現
在
の
中
部
病

院
が
位
置
す
る
箇
所
に
６
階

建
て
等
の
立
体
駐
車
場
を
設

置
し
、
病
院
機
能
を
拡
大
し

現
地
建
て
替
え
を
要
望
す
る

市
民
の
声
を
「
中
部
病
院
将

来
構
想
検
討
委
員
会
」
に
届

け
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
病

院
周
辺
に
住
む
医
師
や
住
民
、

地
域
の
声
を
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
せ
る
か
伺
う
。

A
県
立
中
部
病
院
将
来
構
想

検
討
委
員
会
や
病
院
事
業
局
、

沖
縄
県
等
に
お
い
て
、
現
場

の
現
状
や
地
域
の
声
な
ど
を

把
握
し
、
計
画
へ
反
映
す
る

べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

Q
中
部
病
院
へ
路
線
バ
ス
を

利
用
し
て
い
る
市
内
外
の

方
々
が
多
数
い
る
。
仮
に
移

転
建
て
替
え
後
の
バ
ス
ア
ク

セ
ス
に
つ
い
て
、
本
市
は
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
予

定
か
。

A
仮
に
上
江
洲
・
仲
嶺
地
区

産
業
基
盤
整
備
事
業
の
一
部

用
地
へ
移
転
と
な
る
場
合
は
、

路
線
バ
ス
の
ア
ク
セ
ス
の
課

題
も
認
識
し
て
い
る
。
本
市

と
し
て
も
国
や
県
、
バ
ス
事

業
者
や
関
係
機
関
等
と
連

携
・
協
議
を
行
い
、
交
通
ア

ク
セ
ス
の
不
便
が
起
き
な
い

よ
う
対
応
を
考
え
る
。



一 

般 

質 

問

一 

般 

質 

問

録画映像
あります

録画映像
あります

21

議員

議員（与開之会）

（津梁）

高校
推薦

環境
行政

沖縄県立高等学校入学者選抜沖縄県立高等学校入学者選抜
の実施が大幅に変更？の実施が大幅に変更？

狂犬病予防接種率ワースト狂犬病予防接種率ワースト
からの脱却 !!からの脱却 !!

答弁…特色選抜の基本方針となる
内容が示されている

答弁…車両のラッピング等による
周知啓発活動実施に向けて調整

藏
く ら

根
ね

 武
たけし

 

天
て ん

願
が ん

 久
ひ さ

史
し

地
域
活
性
化

Q
あ
や
は
し
海
中
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
に
つ
い
て
、

２
０
２
４
年
開
催
の
全
レ
ー

ス
参
加
人
数
は
。

A
（
岸
本
経
済
産
業
部
長
）

第
22
回
大
会
は
定
数
６
，
５

０
０
人
に
対
し
、
参
加
者
３
，

９
２
３
人
。

Q
あ
や
は
し
海
中
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
は
、
う
る
ま
市

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
い
い
機

会
で
あ
る
。
参
加
者
を
増
や

す
た
め
に
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

A
開
催
告
知
や
申
込
み
の
時

期
を
早
め
、
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

で
の
情
報
発
信
や
県
内
外
の

マ
ラ
ソ
ン
大
会
等
で
告
知
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

Q
募
集
要
項
の
表
紙
や
Ｔ

シ
ャ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
を
う
る

ま
市
民
か
ら
募
集
で
き
な
い

か
。

A
御
提
案
の
市
民
か
ら
の
デ

ザ
イ
ン
募
集
に
つ
い
て
は
、

公
募
か
ら
納
期
ま
で
に
か
か

る
期
間
等
も
含
め
て
可
能
で

あ
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
与
那
城
総
合
公
園
陸
上
競

技
場
改
修
の
た
め
コ
ー
ス
変

更
が
あ
っ
た
が
、
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
変
更
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
決
定
し
た

の
か
。
比
嘉
区
向
け
の
検
証

は
行
っ
た
の
か
伺
う
。

A
整
備
事
業
の
影
響
で
ス

タ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
位
置
に
変

更
が
生
じ
た
た
め
、
現
地
調

査
や
計
測
業
務
を
行
っ
た
後
、

実
行
委
員
会
に
諮
り
コ
ー
ス

を
決
定
し
て
い
る
。
浜
比
嘉

大
橋
の
突
き
当
た
り
の
丁
字

路
を
左
折
し
て
の
比
嘉
区
向

け
の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

道
幅
の
狭
い
片
側
１
車
線
で

路
側
帯
も
な
い
た
め
、
折
り

返
し
等
で
ラ
ン
ナ
ー
が
接
触

す
る
危
険
性
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
従
来
ど
お
り
の
浜
比

嘉
島
手
前
で
折
り
返
す
コ
ー

ス
設
定
と
し
て
い
る
。

Q
平
安
座
か
ら
桃
原
に
向
か

う
直
線
の
中
央
線
に
あ
る
反

射
鏡
に
つ
ま
ず
き
転
倒
し
た

と
の
こ
と
だ
が
。

A
安
全
に
マ
ラ
ソ
ン
が
で
き

る
よ
う
に
次
回
の
大
会
に
お

い
て
は
万
全
を
期
し
た
い
。

う
る
ま
市
エ
イ
サ
ー

ま
つ
り
関
連

Q
今
年
度
出
場
予
定
団
体
含

め
青
年
会
の
現
状
は
。

A
（
岸
本
経
済
産
業
部
長
）　

過
去
に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
り
６
団
体
ま
で
減
少
し

て
い
た
が
、
本
年
度
は
13
団

体
が
出
場
予
定
。
ま
た
宇
堅
、

田
場
、
旭
区
青
年
会
な
ど
太

鼓
等
の
物
品
購
入
補
助
を
活

用
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
連
す

る
事
項

Q
経
産
省
の
中
小
企
業
に
向

け
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
拡

充
事
業
費
補
助
金
活
用
に
つ

い
て
伺
う
。

A
（
松
岡
市
民
生
活
部
長
）　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向

け
、
省
エ
ネ
診
断
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ

化
調
査
へ
の
補
助
を
含
め
検

討
し
て
い
き
た
い
。

広
報
に
関
連
す
る
事
項

Q
広
報
紙
の
最
下
部
の
余
白

に
テ
ロ
ッ
プ
文
字
広
告
で
収

入
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
。

A
（
大
田
防
災
広
報
対
策
部
長
）

印
刷
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
事

業
者
と
確
認
し
検
討
し
て
い

く
。

農
業
振
興
に
関
連
す
る

事
項

Q
本
市
が
指
導
し
て
い
る
悪

質
な
土
地
開
発
、
農
地
法
・

農
振
法
違
反
等
の
指
導
処
分

に
つ
い
て
伺
う
。

A（
座
喜
味
農
林
水
産
部
長
）　

法
律
に
よ
る
監
督
処
分
等
に

よ
り
、
沖
縄
県
の
権
限
で
処

分
等
が
行
わ
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

浜比嘉大橋を渡るランナー
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議員（希望のいぶき） 保育
行政当市の保育園にも今後少子化当市の保育園にも今後少子化

の波が。経営への見解はの波が。経営への見解は
答弁…定員割れの園には利用定員
見直し等協議して対応していく

又
ま た

吉
よ し

 法
の り

尚
ひ さ
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待
機
児
童
ゼ
ロ
に
関
連

す
る
事
項

Q
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。

次
年
度
以
降
も
ゼ
ロ
を
継
続

し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
。

A（
上
運
天
こ
ど
も
未
来
部
参
事
）

今
後
も
引
き
続
き
保
育
士
確

保
な
ど
の
支
援
、
保
護
者
に

寄
り
添
っ
た
入
所
調
整
を
行

い
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
よ
り
効
果
的
な
支
援

が
行
え
る
よ
う
国
・
県
の
動

向
も
注
視
し
つ
つ
、
各
保
育

施
設
と
連
携
を
図
り
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

Q
利
用
定
員
数
の
確
保
に
向

け
た
施
設
整
備
は
も
う
整
っ

た
。
保
育
士
も
あ
る
程
度
確

保
し
た
。
し
か
し
今
後
少
子

化
の
波
は
う
る
ま
市
に
も
確

実
に
や
っ
て
く
る
。
認
可
保

育
園
の
経
営
の
考
え
方
に
つ

い
て
見
解
を
伺
う
。

A
本
市
に
お
い
て
も
、
今
後

少
子
化
に
よ
り
入
園
児
の
減

少
が
予
想
さ
れ
る
。
保
育
施

設
に
よ
っ
て
は
定
員
割
れ
が

生
じ
て
く
る
園
も
想
定
さ
れ

る
。
今
後
は
今
年
度
策
定
し

た
う
る
ま
市
令
和
６
年
４
月

以
降
の
利
用
定
員
減
少
の
取

扱
要
領
を
基
に
、
一
定
期
間

に
わ
た
り
定
員
割
れ
が
生
じ

て
い
る
園
に
つ
い
て
は
、
事

前
協
議
の
上
、
利
用
定
員
の

見
直
し
等
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

市
立
赤
道
小
学
校

「
よ
い
子
の
あ
ゆ
み
」

Q
教
員
の
業
務
負
担
軽
減
が

で
き
、
よ
り
質
の
高
い
授
業

や
個
別
指
導
が
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
と
私
も
思
い
、
働

き
方
改
革
の
一
環
だ
と
考
え

ら
れ
る
が
、
今
後
の
他
校
へ

の
通
知
表
廃
止
の
波
及
に
つ

い
て
、
当
局
の
考
え
方
を
伺

う
。

A
（
大
里
学
校
教
育
部
長
）

教
員
の
業
務
負
担
軽
減
を
図

る
こ
と
は
大
切
な
視
点
で
は

あ
る
が
、
児
童
・
生
徒
が
学

習
の
成
果
を
振
り
返
り
学
習

の
改
善
に
生
か
し
て
い
く
こ

と
や
教
員
が
自
身
の
指
導
を

振
り
返
っ
て
授
業
改
善
に
生

か
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重

要
。
校
長
を
中
心
に
通
知
表

の
様
式
変
更
や
記
載
内
容
の

見
直
し
等
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

お詫びと訂正
議会だより第 76 号 P18 伊波良明議員の一般質問「市食生活改善推進協議会」の記事中、質問の中で

「県の新垣登美子会長が…」と掲載しましたが、正しくは「県の新垣喜美子会長が…」です。
訂正してお詫び申し上げます。大変申し訳ありませんでした。

調査研究費

73.2%
研修費

2.9%

広聴費

0.2%

会議費

14.8%

資料作成費

5.5%

資料購入費

0.8%
事務所費

2.6%

令和5年度政務活動費の使いみち令和5年度政務活動費の使いみち

主な調査・研修状況(期日順）　主な調査・研修状況(期日順）　令和５年４月１日～令和６年３月３１日令和５年４月１日～令和６年３月３１日

※一部抜粋し
て掲載。詳細
はホームペー
ジをご参照く
ださい。

項　　目 金　額（円） 構成比
調 査 研 究 費 4,843,219 73.2%
研 修 費 193,538 2.9%
広 聴 費 10,428 0.2%
要請・陳情活動費 1,200 0.0%
会 議 費 975,389 14.8%
資 料 作 成 費 361,048 5.5%
資 料 購 入 費 54,900 0.8%
事 務 所 費 172,733 2.6%

合　　計 6,612,455 100%

会 派 名（参加人数） 場　　所 期　　日 内　　    容
希望のいぶき（5 人）希望のいぶき（5 人） 山形県遊佐町 

秋田県由利本荘市 R5/5/16～19R5/5/16～19 〇少年議会取り組みについて　ほか２項目

かけはし（6 人）かけはし（6 人） 防衛省、こども家庭庁、
厚生労働省 R5/8/20～22R5/8/20～22 〇南西諸島防衛について　ほか３項目

津梁（5 人）津梁（5 人） 防衛省、こども家庭庁、
厚生労働省 R5/8/20～22R5/8/20～22 〇国家安全保障戦略について　ほか３項目

与開之会（4 人）与開之会（4 人） こども家庭庁、東京都文
京区 R5/8/21～23R5/8/21～23 〇母子手帳アプリの財源負担について　ほか２項目

新政・公明（6 人）新政・公明（6 人） 厚生労働省 R5/8/21～22R5/8/21～22 〇企業向け資格取得支援　ほか１項目

日本共産党（2 人）日本共産党（2 人） 東京都千代田区 R6/1/29～31R6/1/29～31 〇２０２４年度政府予算案の特徴　ほか３項目

  事務所費
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第77号

令和６年６月定例会常任委員会の審査概要令和６年６月定例会常任委員会の審査概要
　委員会に付託された議案・発議案・請願・陳情について、各常任委員会が担当する内容を専門的に話し合い、　委員会に付託された議案・発議案・請願・陳情について、各常任委員会が担当する内容を専門的に話し合い、
委員会としての結論を本会議に報告します。委員会としての結論を本会議に報告します。

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
議
案
３
件
、
陳

情
２
件
を
審
査
し
た
。

　
主
な
審
査
内
容
と
し
て
『
令
和
６

年
度 

う
る
ま
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）』
に
つ
い
て
、
委
員
か

ら
「
避
難
場
所
案
内
板
整
備
事
業
業

務
委
託
料
に
係
る
案
内
板
等
の
設
置

予
定
に
つ
い
て
」
質
疑
が
あ
り
、
当

局
か
ら
「
昨
年
の
調
査
結
果
に
基
づ

く
既
存
設
置
箇
所
の
修
繕
等
が
32
か

所
、
新
規
設
置
が
20
か
所
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
今
年
度
予
定

し
て
い
る
新
規
設
置
に
つ
い
て
は
、

海
抜
表
示
板
が
79
か
所
、
避
難
所
、

避
難
通
路
の
表
記
が
16
か
所
を
予
定

し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
結
果
と
し
て
、
議
案
は
全
て

原
案
可
決
し
た
。
ま
た
、
陳
情
は
１

件
が
不
採
択
、
１
件
が
継
続
審
査
と

な
っ
た
。

建
設
委
員
会

建
設
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
議
案
８
件
、
陳

情
２
件
を
審
査
し
た
。

　
主
な
審
査
内
容
と
し
て
『
令
和
６

年
度
う
る
ま
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）』『
う
る
ま
市
水
道

事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
』
の
２
件
に
つ
い
て
一
括
審
査

を
行
い
、
委
員
か
ら
「
本
市
の
料
金

改
定
は
、
県
の
水
道
料
金
が
上
が
る

た
め
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
当
局

か
ら
「
県
の
料
金
改
定
に
よ
る
影
響

が
大
き
く
、
本
市
料
金
回
収
率
が
赤

字
に
転
じ
る
見
込
み
の
た
め
、
本
市

も
改
定
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

市
内
に
は
依
然
と
し
て
老
朽
管
が
多

く
点
在
し
て
お
り
、
計
画
的
な
管
路

更
新
や
耐
震
化
、
継
続
し
た
漏
水
防

止
対
策
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、

他
市
と
比
べ
て
も
面
積
が
広
く
コ
ス

ト
が
か
か
る
た
め
、
安
定
給
水
の
継

続
、
適
切
な
維
持
管
理
の
た
め
に
は

料
金
改
定
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。　

　
審
査
結
果
と
し
て
、
議
案
は
全
て

原
案
可
決
し
た
。
ま
た
、
陳
情
２
件

は
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

教
育
福
祉
委
員
会

教
育
福
祉
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
議
案
６
件
、
陳

情
２
件
を
審
査
し
た
。

　
主
な
審
査
内
容
と
し
て
『
物
品
の

取
得
に
つ
い
て
（
電
子
黒
板
整
備
事

業
（
小
学
校
及
び
中
学
校
））』
に
つ

い
て
、
委
員
か
ら
「
市
内
小
学
校
と

中
学
校
に
整
備
さ
れ
る
が
、
購
入
す

る
電
子
黒
板
の
仕
様
は
統
一
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
機
器
の
保
証
と

納
品
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
」

質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
「
小
学
校

及
び
中
学
校
に
は
同
様
の
製
品
を
購

入
す
る
。
納
入
か
ら
１
年
間
は
メ
ー

カ
ー
の
保
証
で
対
応
す
る
こ
と
に
な

る
。
今
回
導
入
す
る
電
子
黒
板
は
取

付
工
事
を
必
要
と
せ
ず
、
専
用
ス
タ

ン
ド
を
利
用
し
、
移
動
が
容
易
に
で

き
る
タ
イ
プ
と
な
っ
て
い
る
。
夏
休

み
ま
で
に
１
校
で
も
多
く
の
学
校
に

配
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
児
童・

生
徒
の
学
習
活
動
に
影
響
が
で
な
い

よ
う
計
画
し
た
い
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

　
審
査
結
果
と
し
て
、
議
案
は
全
て

原
案
可
決
し
た
。
ま
た
、
陳
情
は
１

件
が
採
択
、
１
件
が
継
続
審
査
と

な
っ
た
。

市
民
経
済
委
員
会

市
民
経
済
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
議
案
６
件
、
陳

情
４
件
を
審
査
し
た
。

　
主
な
審
査
内
容
と
し
て
『
令
和
６

年
度 

う
る
ま
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）』
に
つ
い
て
、
委
員
か

ら
「
宮
城
西
地
区
農
道
３
０
４
０
号

災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
」
質
疑
が

あ
り
、
当
局
か
ら
「
昨
年
の
台
風
第

６
号
の
影
響
に
よ
り
混
合
擁
壁
が
崩

壊
し
た
た
め
災
害
復
旧
事
業
を
活
用

し
、
擁
壁
及
び
農
道
を
復
旧
す
る
も

の
で
、
災
害
復
旧
延
長
は
45
メ
ー
ト

ル
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
か
ら

99
．
６
％
の
補
助
を
受
け
、
市
の
負

担
分
は
38
万
６
︐
０
０
０
円
で
あ
る
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
結
果
と
し
て
、
議
案
は
全
て

原
案
可
決
し
た
。
ま
た
、
陳
情
４
件

は
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

建物に設置された海抜表示板

令和 5 年台風第 6 号で崩落した農道
国の補助を受け、復旧工事が行われる
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議
案
第
53
号　
う
る
ま
市
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
反
対
討
論
【
伊
盛
サ
チ
子
議
員
】　

今
回
の
改
正
は
、
沖　

縄
県
水
道
料
金
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
が
令
和
６
年
10
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
、

増
額
改
定
さ
れ
る
こ
と

へ
対
応
す
る
た
め
の
条
例
改
正
。
改
正
後
、

半
年
間
は
県
水
道
料
金
の
減
免
が
実
施
さ
れ

る
が
、
令
和
７
年
４
月
以
降
は
減
免
措
置
が

な
く
な
り
年
間
に
お
け
る
市
民
へ
の
影
響
額

は
、
約
３
億
円
と
推
測
。
水
道
料
金
の
増
加

分
は
今
後
３
年
間
に
２
段
階
に
分
け
て
実
施

さ
れ
る
が
、
昨
今
の
物
価
上
昇
や
電
気
・
ガ

ス
料
金
値
上
げ
が
続
く
中
で
は
市
民
の
理
解

は
得
ら
れ
な
い
。
県
内
で
の
令
和
６
年
度
の

水
道
料
金
改
定
は
本
市
の
み
で
あ
り
、
他
市

の
状
況
も
鑑
み
て
、
市
民
の
生
活
を
支
え
る

対
応
を
求
め
る
た
め
反
対
す
る
。

発
議
第
５
号　
学
校
給
食
費
無
償
化
を
求
め

る
意
見
書

▼
反
対
討
論
【
伊
盛
サ
チ
子
議
員
】

憲
法
26
条
、
教
育
基
本
法
第
４
条
、
学
校
教

育
基
本
法
第
６
条
そ
れ
ぞ
れ
義
務
教
育
の
無

償
化
を
定
め
て
い
る
。
学
校
給
食
法
第
２
条

に
定
め
る
目
標
達
成
に
向
け
給
食
を
通
し
て

食
育
が
行
わ
れ
て
き
た
。
学
校
給
食
は
生
き

た
教
材
、
食
の
教
科
書
と
し
て
、
教
育
活
動

の
一
環
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
食
に
関

す
る
指
導
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
に
義
務

教
育
段
階
に
お
い
て
は
教
材
費
と
同
様
に
無

償
化
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
玉
城
知
事

は
学
校
給
食
の
無
償
化
に
向
け
た
取
組
を
令

和
７
年
度
か
ら
開
始
す
る
と
発
表
。し
か
し
、

恒
久
的
な
財
源
が
必
要
と
さ
れ
る
給
食
費
無

償
化
を
市
町
村
、都
道
府
県
任
せ
に
し
て
は
、

地
域
格
差
が
生
じ
る
の
は
明
ら
か
。
教
育
の

機
会
均
等
の
観
点
か
ら
国
に
よ
る
完
全
無
償

化
を
実
現
す
べ
き
だ
。

▼
賛
成
討
論
【
國
場
正
剛
議
員
】

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
や

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
長

期
化
、
円
安
等
に
よ
る

物
価
高
騰
が
家
計
に
負

担
を
か
け
、
特
に
子
育

て
世
帯
に
お
い
て
は
、
教
育
費
用
の
増
加
が

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
市
は
、
こ
れ

ま
で
学
校
給
食
食
材
費
の
支
援
で
、
給
食
費

の
値
上
げ
を
回
避
し
、
家
計
へ
の
負
担
を
軽

減
し
て
い
る
が
、
継
続
す
る
た
め
に
は
大
き

な
財
政
支
援
が
必
要
。
玉
城
知
事
が
掲
げ
る

学
校
給
食
費
無
償
化
の
公
約
は
、
子
育
て
世

帯
に
と
っ
て
切
実
な
願
い
で
あ
り
、
市
議
会

と
し
て
は
こ
れ
に
賛
同
し
、
全
国
一
律
の
無

償
化
実
現
の
間
、
県
内
一
律
無
償
化
の
実
現

を
求
め
、
令
和
５
年
３
月
に
知
事
に
要
請
し

た
。
し
か
し
、
県
が
発
表
し
た
内
容
は
中
学

生
の
み
を
対
象
に
半
額
補
助
す
る
も
の
で
、

支
援
の
不
公
平
を
生
じ
、
ま
た
知
事
の
「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」
の
言
葉
に
反
す
る
。

県
の
責
任
に
お
い
て
、
子
供
た
ち
が
公
平
に

給
食
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
、
給
食
費

無
償
化
を
実
現
す
る
こ
と
が
未
来
へ
の
投
資

と
な
る
。

発
議
第
６
号　
沖
縄
県
水
道
料
金
値
上
げ
に

関
す
る
意
見
書

▼
反
対
討
論
【
伊
盛
サ
チ
子
議
員
】

意
見
書
は
、
令
和
６
年
10
月
か
ら
の
県
水
道

料
金
値
上
げ
の
中
止
を
求
め
る
も
の
だ
が
、

県
は
93
年
の
料
金
改
定
以
降
、
経
営
の
合
理

化
等
に
取
り
組
み
、
約
30
年
間
、
料
金
を
据

え
置
い
て
き
た
。
し
か
し
、
物
価
高
騰
や
施

設
更
新
の
コ
ス
ト
増
、
さ
ら
に
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
汚
染
対
策
、
沖
縄
振
興
予
算
ハ
ー
ド
交
付

金
減
が
料
金
改
定
に
影
響
し
て
い
る
と
推
測

す
る
が
、
こ
れ
ら
は
国
の
責
任
に
よ
っ
て
対

応
す
べ
き
問
題
。
今
後
の
水
道
事
業
を
持
続

可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
料
金
改
定
の
み
な

ら
ず
老
朽
化
し
た
施
設
更
新
、
耐
震
化
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
対
す
る
財
源
確
保
に
向

け
、
国
へ
の
要
求
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
賛
成
討
論
【
神
田
洋
一
議
員
】

今
回
の
県
に
よ
る
段
階
的
な
水
道
料
金
値
上

げ
は
、
最
終
的
に
３
割

以
上
と
な
る
予
定
。
市

に
お
い
て
は
、
長
引
く

物
価
高
騰
の
中
、
困
窮

世
帯
や
子
育
て
世
帯
を

中
心
に
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
市
の

水
道
事
業
は
広
範
囲
の
給
水
区
域
へ
安
定
的

に
配
水
す
る
た
め
、
他
市
と
比
べ
水
道
施
設

を
多
数
保
有
し
て
お
り
、
給
水
原
価
は
県
内

11
市
中
１
番
高
い
。
県
に
よ
る
値
上
げ
実
施

に
よ
っ
て
本
市
水
道
事
業
は
赤
字
に
陥
り
、

将
来
に
わ
た
り
安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給

が
困
難
と
な
る
。
し
か
し
、
水
道
水
の
安
定

供
給
継
続
の
た
め
に
は
、
県
の
値
上
げ
に
併

せ
て
本
市
も
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

だ
が
、
令
和
６
年
10
月
か
ら
の
料
金
値
上
げ

に
は
断
固
反
対
す
る
。

　
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
人
選
手
の

活
躍
に
一
喜
一
憂
し
た
暑
い
夏
も
終
わ
り
に

近
づ
き
、
と
思
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
厳
し
い
残
暑
が
続
き
ま
す
。
市
民
の
皆
様

に
は
体
調
に
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
毎
号
の

市
議
会
だ
よ
り
を
よ
り
多
く
の
方
々
が
手
に

取
っ
て
頂
く
よ
う
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
知
恵
を

絞
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と

同
時
に
、
多
く
の
皆
様
が
市
議
会
傍
聴
に
訪
れ

る
事
も
望
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
市
民
に
よ
り

身
近
で
開
か
れ
た
、
う
る
ま
市
議
会
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

仲
程　
孝

　
街
に
セ
ミ
の
鳴
き
声
や
太
鼓
の
音
が
心
地

よ
く
響
く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
う
る
ま
市
旭
区
で
は
、
再
び
話
題
と
な
っ
て

い
る
デ
ィ
ス
コ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
大
盛

況
で
し
た
。
年
代
を
問
わ
ず
多
く
の
人
が
交
流

し
、
地
域
の
絆
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
う
る
ま
市
の
地
域
活
性
化
を
図
り
、

う
る
ま
市
の
発
展
に
向
け
て
日
々
尽
力
し
て

参
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
イ
ベ
ン
ト
行
事
が
増
え
て
参
り

ま
す
が
、
体
調
に
気
を
つ
け
、
こ
の
夏
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。  

真
壁
朝
弘

委
員
長　
平
良
一
雄　
副
委
員
長　
天
願
久
史

委
　
員　
兼
本
光
治　
真
壁
朝
弘　
仲
程 

孝

　
　
　
　
玉
元
哉
世　
玉
城
政
哉　
神
田
洋
一

　
　
　
　
金
城
加
奈
栄　
国
吉 

亮

  

編  

集  

後  

記

〔9 月定例会は 9 月 3 日 ( 火 ) から開会を予定しております ( 定例会は２月・６月・９月・12 月の４回開催 )〕

本 会 議 で の 主 な 討 論 （ 6 月 定 例 会 ）

意
見
書
の
内
容
（
要
旨
）
は
２
～
３
ペ
ー

ジ
を
、
議
案
の
議
決
結
果
に
つ
い
て
は
７

～
８
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。




